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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic ServerTM 環境で動作する  EJB および RMI 
アプ リ ケーシ ョ ンでの ト ランザクシ ョ ンの使い方について説明します。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「 ト ランザクシ ョ ンについて」 では、 WebLogic Server 環境で動作す
る  EJB および RMI アプリ ケーシ ョ ンにおける ト ランザクシ ョ ンについて説
明します。 また、 エンタープライズ  アプリ ケーシ ョ ンの分散ト ランザクシ ョ
ン と  2 フェーズ  コ ミ ッ ト  プロ ト コルについても説明します。

� 第 2 章 「 ト ランザクシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ン と管理」 では、

WebLogic Server 環境における ト ランザクシ ョ ンの管理方法について説明し
ます。

� 第 3 章 「 ト ランザクシ ョ ン サービス」 では、 WebLogic Server ト ランザク
シ ョ ン サービスについて説明します。

� 第 4 章 「Java Transaction API と  BEA WebLogic の拡張機能」 では、 Java 
Transaction API (JTA) の概要について簡単に説明します。

� 第 5 章 「EJB アプ リ ケーシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ン」 では、 EJB アプリ ケー
シ ョ ンにおける ト ランザクシ ョ ンの実装方法について説明します。

� 第 6 章 「RMI アプリ ケーシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ン」 では、 RMI アプリ
ケーシ ョ ンにおける ト ランザクシ ョ ンの実装方法について説明します。

� 第 7 章 「WebLogic Server でのサードパーテ ィ  JDBC XA ド ラ イバの使い方」
では、 サードパーテ ィ製の XA ド ラ イバをコンフ ィグレーシ ョ ンして ト ラン
ザクシ ョ ンで使用する方法について説明します。

� 第 8 章 「WebLogic Server XA リ ソース  プロバイダの要件」 では、 WebLogic 
Server で分散ト ランザクシ ョ ンに参加する  XA リ ソースの要件について説明
します。 この章は、 サードパーティ  アプリ ケーシ ョ ンのインテグレータを対
象と しています。
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� 第 9 章 「ト ランザクシ ョ ンの ト ラブルシューティ ング」 では、 JTA を使用し
たアプリ ケーシ ョ ンの ト ラブルシューティ ング  タスクの実行方法について説
明します。

対象読者

このマニュアルは、 WebLogic Server プラ ッ ト フォームで動作する ト ランザク
シ ョ ン対応 Java アプ リ ケーシ ョ ンの構築に関心があるアプ リ ケーシ ョ ン開発者
を対象と しています。 WebLogic Server プラ ッ ト フォーム、 JavaTM 2、 Enterprise 
Edition (J2EE) プログラ ミ ング、 および ト ランザクシ ョ ン処理の概念に読者が精
通しているこ とを前提と して書かれています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA の Web サイ ト で入手できます。 BEA のホー
ム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または WebLogic Server 
製品ドキュ メ ン ト のページ 
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70) を直接表示して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Server の Web サイ ト で入手できます。
PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 ( または一部分 ) を書
籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン ト
のホーム ページを開き、 [ ドキュ メ ン トのダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印刷
するマニュアルを選択します。
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Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト  (http://www.adobe.co.jp) で無料で
入手できます。

サポート情報

BEA のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社にと って非常
に重要です。質問や意見などがあれば、電子メールで docsupport-jp@beasys.com 
までお送り ください。 寄せられた意見については、 ドキュ メ ン ト を作成および改
訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェア名とバージ ョ ン名、 および
マニュアルのタイ トルと作成日付をお書き添えください。 本バージ ョ ンの BEA 
WebLogic Server について不明な点がある場合、 または BEA WebLogic Server の
インス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport (www.bea.com) 
を通じて  BEA カスタマ サポート までお問い合わせください。 カスタマ  サポート
への連絡方法については、 製品パッケージに同梱されているカスタマ  サポート  
カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 Java ク ラ ス、 デー
タ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその拡張子を示す。 等

幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト も示す。

例 :
import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String CustomerName;

すべて大文字

のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。
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[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address 
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。

表記法 適用
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1 トランザクションについて

この章では次の内容について説明します。

� WebLogic Server アプリケーションのトランザクションの概要

� どのような状況で使用するのか

� トランザクションの仕組み

� トランザクションのサンプル コード

WebLogic Server アプリケーションのトラ
ンザクションの概要

この節の内容は以下のとおりです。

� トランザクションの ACID プロパティ

� サポートされているプログラミング モデル

� サポートされている API モデル

� 分散トランザクションと 2 フェーズ コミット プロトコル

� ビジネス トランザクションのサポート

トランザクションの ACID プロパティ

WebLogic Server の最も基本的な機能の 1 つはトランザクション管理です。トラ
ンザクションは、データベース トランザクションを正確に完了させるための手
段です。また、トランザクションによって、以下のような高性能トランザクショ

ンのすべての ACID プロパティがデータベース トランザクションに備わります。
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1 トランザクションについて
� 原子性—トランザクションによるデータベースへの変更はすべて 1 つの単位
として行われ、そうでない場合にはすべての変更がロールバックされます。

� 一貫性—トランザクションが成功すると、データベースは直前の有効な状態
から新規の有効な状態へ変換されます。

� 隔離性—トランザクションによるデータベースへの変更は、トランザクショ
ンが処理を完了するまで他の処理からは見えません。

� 持続性—トランザクションによるデータベースへの変更は、システムまたは
媒体の障害が発生しても失われません。

WebLogic Server はデータベースの更新が正確に行われるようにする優れたイン
フラストラクチャを備えているので、さまざまなリソース マネージャにまたが
る場合であってもトランザクションの整合性が保護されます。1 つの処理でエ
ラーが起きた場合は、関連するすべての処理がロールバックされます。

サポートされているプログラミング モデル

WebLogic Server では、Sun Microsystems の Java™ 2 Enterprise Edition (J2EE) プ
ログラミング モデルのトランザクションがサポートされます。また、WebLogic 
Server では、エンタープライズ JavaBeans 仕様 2.0 (Sun Microsystems 発行 ) に準
拠しているエンタープライズ JavaBean を使用する Java アプリケーションのトラ
ンザクションも完全にサポートされています。さらに、WebLogic Server では、
Java Transaction API (JTA) 仕様 1.0.1a (これも Sun Microsystems の発行 ) もサ
ポートされています。

サポートされている API モデル

WebLogic Server では、Sun Microsystems の Java Transaction API (JTA) がサポー
トされています。JTA は、以下のアプリケーションで使用されます。

� WebLogic Server EJB コンテナ内のエンタープライズ JavaBean (EJB) ア
プリケーション

� WebLogic Server インフラストラクチャ内の Remote Method Invocation 
(RMI) アプリケーション

JTA については、以下の資料を参照してください。
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WebLogic Server アプリケーションのトランザクションの概要
� javax.transaction および javax.transaction.xa パッケージ API

� Sun Microsystems 発行の Java Transaction API 仕様

分散トランザクションと 2 フェーズ コミット プロ
トコル

WebLogic Server では、エンタープライズ アプリケーションの分散トランザク
ションと 2 フェーズ コミット プロトコルがサポートされます。分散トランザク
ションとは、複数のリソース マネージャ (データベースなど ) が調和的に更新さ
れるトランザクションのことです。一方、ローカル トランザクションは、内部
的に API 呼び出しを調整する 1 つのリソース マネージャに対して、トランザク
ションを開始およびコミットします。このため、トランザクション マネージャ
はありません。2 フェーズ コミット プロトコルは、複数のリソース マネージャ
にまたがって 1 つのトランザクションを調整する手段です。これにより、トラン
ザクションによる更新を関連するデータベースのすべてでコミットするか、また

はすべてのデータベースから完全にロール バックし、トランザクション開始前
の状態に戻すことで、データの完全性が保証されます。つまり、関連するすべて

のデータベースが更新されるか、またはどのデータベースも更新されないか、の

どちらかだということです。 

分散トランザクションには、以下のものが関与します。

� トランザクション オリジネータ—トランザクションを開始します。トランザ
クション オリジネータとしては、ユーザ アプリケーション、エンタープラ
イズ JavaBean、または JMS クライアントがあります。

� トランザクション マネージャ—アプリケーション プログラムに代わってト
ランザクションを管理します。トランザクション マネージャは、トランザク
ションの開始と完了を行うアプリケーション プログラムからのコマンドを、
それらのトランザクションに関わるすべてのリソース マネージャと通信する
ことで調整します。リソース マネージャがトランザクション中に失敗した場
合、トランザクション マネージャはリソース マネージャが保留中のトラン
ザクションをコミットするかロールバックするかを決定するのを支援しま
す。

� 回復可能なリソース—データの永続ストレージを提供します。ほとんどの場
合はリソースとしてデータベースが使用されます。
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1 トランザクションについて
� リソース マネージャ—情報やプロセスへのアクセス手段を提供します。リ
ソース マネージャとしてはトランザクション対応 JDBC ドライバがよく使用
されます。リソース マネージャはトランザクションの機能とアクションの永
続性を提供します (これらは分散トランザクションの中でアクセスおよび管
理されるエンティティ )。リソース マネージャと特定のリソースの通信は、
トランザクション ブランチと呼ばれます。

2 フェーズ コミット プロトコルの最初のフェーズは準備フェーズと呼ばれます。
要求された更新がトランザクション ログ ファイルに記録されたら、リソースは
リソース マネージャを通じて変更の準備ができていることを示さなければなり
ません。リソースは、更新をコミットするのか、または前の状態にロールバック

するのかを意思表示できます。第 2 フェーズで何が行われるかは、リソースの意
思表示によって決まります。すべてのリソースがコミットを支持すると、トラン

ザクションに関わっているすべてのリソースが更新されます。1 つまたは複数の
リソースがロールバックを支持した場合は、トランザクションに関わっているす

べてのリソースが前の状態にロールバックされます。

ビジネス トランザクションのサポート

WebLogic JTA では、ビジネス トランザクションが以下のようにサポートされて
います。

� クライアント アプリケーションがトランザクションを開始したときにユニー
クなトランザクション識別子が作成されます。

� トランザクションが表すビジネス プロセスを説明するトランザクション名 (
省略可能 ) がサポートされます。トランザクション名を使用すると統計やエ
ラー メッセージがもっと有意義になります。

� トランザクションに関わっており、したがってトランザクションのコミット

段階で調整しなければならないオブジェクトを追跡するために WebLogic 
Server インフラストラクチャが連係して機能します。

� トランザクションでアクセスされるときに、リソース マネージャ (たいてい
はデータベース ) が通知を受けます。通知を受けたリソース マネージャは、
トランザクションが終了するまでアクセス対象のレコードをロックします。

� トランザクションの完了時に 2 フェーズ コミットが調整されます。この調整
により、トランザクションに関わっているすべてのリソースで更新が同時に

コミットされます。コミットの調整は、Open Group の XA プロトコルを使
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どのような状況で使用するのか
用して更新されるすべてのデータベースで行われます。この規格は、普及し
ている多くのリレーショナル データベースでサポートされています。

� トランザクションを停止する必要があるときにロールバック処理が実行され

ます。

� 障害が起きたときに回復処理が実行されます。クラッシュの時点でアクティ

ブだったトランザクションが確認され、そのトランザクションをロールバッ

クするのかコミットするのかが判断されます。

� トランザクションのタイムアウトが管理されます。ビジネス処理にあまりに

も多くの時間がかかる場合、またはビジネス処理が障害のために途中で終了

している場合は、トランザクションのタイムアウトが自動的に発行され、

データベース ロックなどのリソースが解放されます。

どのような状況で使用するのか

トランザクションは、以下のような状況で使用するのが適しています。各状況

は、WebLogic Server システムでサポートされているトランザクション モデルを
表現しています。分散トランザクションは、ユーザ入力の複数の画面にまたがっ

てはいけないことに注意してください。もっと複雑でハイレベルなトランザク

ションは、連続する分散トランザクションで実装する必要があります。

� オブジェクトに対する 1 回のクライアント呼び出しで、オブジェクトにより
データベースのデータが複数回にわたって編集されます。いずれかの編集が

失敗した場合、オブジェクトではすべての編集をロールバックすることが必

要となります。この状況では、個々のデータベース編集は必ずしも EJB また
は RMI の呼び出しではありません。アプレットなどのクライアントでは、
JNDI を使用して Transaction オブジェクトおよび TransactionManager 
オブジェクトの参照を取得し、トランザクションを開始できます。

たとえば、銀行のアプリケーションを考えてください。クライアントでは、

出納オブジェクトに対して送金処理を要求します。送金処理においては、出

納オブジェクトは銀行のデータベースで以下の呼び出しを行わなければなり

ません。

� 1 つの口座で送金メソッドを呼び出します。

� 別の口座で入金メソッドを呼び出します。

データベースで入金が失敗した場合、アプリケーションでは直前の送金を

ロールバックすることが必要となります。
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1 トランザクションについて
� クライアント アプリケーションで、サーバ アプリケーションで管理される
オブジェクトとの対話を必要とし、特定のオブジェクト インスタンスに対す
る複数の呼び出しを行う必要があります。その対話には、以下のような特徴

の 1 つまたは複数が備わっています。

� データは、連続する各呼び出しの間または後でメモリにキャッシュされ

るか、データベースに書き込まれます。

� データは、対話の終わりにデータベースに書き込まれます。

� クライアント アプリケーションでは、各呼び出し間のインメモリ コンテ
キストを保持するオブジェクトが必要となります。つまり、連続する各

呼び出しでは、対話の全体を通してメモリに保持されているデータが使

用されます。

� 対話の最後に、クライアント アプリケーションでは対話の途中または最
後に行われたデータベースへの書き込み処理をすべて取り消す機能が必

要となります。

トランザクションを使用しない状況

トランザクションは常に適しているわけではありません。たとえば、一連のトラ
ンザクションに時間がかかる場合は、連続する分散トランザクションで実装しま

す。トランザクションの不適切な使用例を示します。

� クライアント アプリケーションで複数のオブジェクトに対する呼び出しを行
う必要があり、その一連の呼び出しには 1 つまたは複数のデータベースへの
書き込み処理が伴っています。いずれかの呼び出しが失敗した場合、メモリ

またはデータベースで書き込まれた状態はロールバックされなければならな

りません。

たとえば、旅行代理店のアプリケーションを考えてください。クライアント 
アプリケーションでは、たとえばフランスのストラスブールからオーストラ

リアのアリス スプリングスまでのような長距離の旅行を手配する必要があり
ます。そのような長距離の旅行では、どうしても複数のフライトの予約を個

別に行わなければなりません。クライアント アプリケーションでは、旅程の
各区分の予約が順番に行われます。たとえば、ストラスブールからパリ、パ

リからニューヨーク、ニューヨークからロサンゼルスの予約が順番に行われ

ます。ただし、いずれかのフライトの予約ができない場合、クライアント ア
プリケーションではそれまでに行ったフライトの予約をすべてキャンセルす
る必要があります。
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トランザクションの仕組み
トランザクションの仕組み

この節の内容は以下のとおりです。

� WebLogic Server EJB アプリケーションのトランザクション

� WebLogic Server RMI アプリケーションのトランザクション

WebLogic Server EJB アプリケーションのトラン
ザクション

図 1-1 は、WebLogic Server EJB アプリケーションでトランザクションがどのよ
うに機能するのかを示しています。

図 1-1   WebLogic Server EJB アプリケーションでのトランザクションの仕組み 

WebLogic Server では、WebLogic Server EJB アプリケーションで以下の 2 種類の
トランザクションがサポートされています。

� コンテナ管理のトランザクションでは、WebLogic Server EJB コンテナに
よってトランザクションの境界設定が管理されます。EJB デプロイメント記
述子のトランザクション属性では、各メソッド呼び出しで WebLogic Server 
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1 トランザクションについて
EJB コンテナがどのようにトランザクションを処理するのかが指定されま
す。デプロイメント記述子の詳細については、『WebLogic エンタープライズ 
JavaBeans プログラマーズ ガイド』を参照してください。

� Bean 管理のトランザクションでは、EJB によってトランザクションの境界
設定が管理されます。EJB は、UserTransaction オブジェクトに対する明示
的なメソッド呼び出しを行って、トランザクションの開始、コミット、およ

びロールバックを行います。UserTransaction オブジェクトの詳細について
は、WebLogic Server Javadoc を参照してください。

トランザクション イベントのシーケンスは、コンテナ管理のトランザクション
と Bean 管理のトランザクションで異なります。

コンテナ管理のトランザクション

トランザクションがコンテナで管理される EJB アプリケーションの場合、基本
的なトランザクションは次のように機能します。 

1. Bean プロバイダまたはアプリケーション アセンブラは、EJB のデプロイメ
ント記述子で、トランザクションの種類 (transaction-type) としてコンテ
ナ管理の境界設定 (Container) を指定します。

2. Bean プロバイダまたはアプリケーション アセンブラは、EJB のデプロイメ
ント記述子で、EJB のデフォルトのトランザクション属性 
(trans-attribute 要素 ) を指定します。トランザクション属性としては、
NotSupported、Required、Supports、RequiresNew、Mandatory、または 
Never を設定します。これらの設定の詳細については、Sun Microsystems が
発行している EJB 仕様 2.0 のセクション 17.6.2 を参照してください。

3. 必要に応じて、Bean プロバイダまたはアプリケーション アセンブラは、EJB 
のデプロイメント記述子で、1 つまたは複数のメソッドの trans-attribute 
を指定します。

4. クライアント アプリケーションによって EJB のメソッドが呼び出されると、
EJB コンテナはデプロイメント記述子でそのメソッドの trans-attribute 
設定を調べます。メソッドの設定が指定されていない場合は、その EJB のデ
フォルトの trans-attribute 設定が使用されます。

5. EJB コンテナは、trans-attribute の設定に応じて適切に動作します。
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トランザクションの仕組み
� たとえば、trans-attribute の設定が Required の場合、EJB コンテナ
は既存のトランザクション コンテキストでメソッドを呼び出します。ク
ライアントがトランザクション コンテキストなしで呼び出しを行った場
合、EJB コンテナはメソッドを実行する前に新しいトランザクションを
開始します。

� trans-attribute の設定が Mandatory の場合、EJB コンテナは既存の
トランザクション コンテキストでメソッドを呼び出します。クライアン
トがトランザクション コンテキストなしで呼び出しを行った場合、EJB 
コンテナは javax.transaction.TransactionRequiredException 例外
を送出します。

6. ビジネス メソッドの呼び出しの途中で、ロールバックが必要だと判断された
場合、ビジネス メソッドでは EJBContext.setRollbackOnly メソッドが呼
び出されます。このメソッドでは、メソッド呼び出しの終了時にトランザク

ションをロールバックしなければならないことが EJB コンテナに通知されま
す。

注意 : EJBContext.setRollbackOnly メソッドの呼び出しは、意味のある
トランザクション コンテキストを持つメソッドの場合だけ許可され
ます。

7. メソッドの実行が終了して、その結果がクライアントに送信される前に、
EJB コンテナはコミットするかまたはロールバックすることによってトラン
ザクションを完了します。トランザクションがロールバックされるのは、

EJBContext.setRollbackOnly メソッドが呼び出された場合です。

Administration Console を使用して Timeout Seconds 属性を設定すれば、トラン
ザクションのタイムアウトを指定できます。Administration Console オンライン 
ヘルプを参照してください。

Bean 管理のトランザクション

トランザクションの境界設定が Bean で管理される EJB アプリケーションの場
合、基本的なトランザクションは次のように機能します。

1. Bean プロバイダまたはアプリケーション アセンブラは、EJB のデプロイメ
ント記述子で、トランザクションの種類 (transaction-type 要素 ) として 
Bean 管理の境界設定 (Bean) を指定します。
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1 トランザクションについて
2. クライアント アプリケーションは、JNDI を使用して、WebLogic Server ド
メインの UserTransaction オブジェクトへのオブジェクト参照を取得しま
す。

3. クライアント アプリケーションは、UserTransaction.begin メソッドを使
用してトランザクションを開始し、EJB コンテナを通じて EJB への要求を発
行します。EJB でのすべての処理は、トランザクションのスコープ内で実行
されます。 

� いずれかの処理の呼び出しで例外が (明示的に、または通信エラーの結果
として ) 生成された場合は、その例外を捕捉し、
UserTransaction.rollback メソッドを使用してトランザクションを
ロールバックできます。

� 例外が生成されない場合、クライアント アプリケーションは 
UserTransaction.commit メソッドを使用して現在のトランザクション
をコミットします。このメソッドは、トランザクションを終了して処理

を開始します。トランザクションは、そのトランザクションに関わって

いるすべてのリソースがコミットに同意した場合だけコミットされます。

4. UserTransaction.commit メソッドが呼び出されると、EJB コンテナはトラ
ンザクションを完了するためにトランザクション マネージャを呼び出しま
す。

5. トランザクション マネージャの役割は、リソース マネージャと協力して
データベースを更新することです。

WebLogic Server RMI アプリケーションのトラン
ザクション

図 1-2 は、WebLogic Server RMI アプリケーションでトランザクションがどのよ
うに機能するのかを示しています。
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トランザクションの仕組み
図 1-2   WebLogic Server RMI アプリケーションでのトランザクションの仕組み

RMI のクライアント アプリケーションとサーバ アプリケーションの場合、基本
的なトランザクションは次のように機能します。

1. アプリケーションは、JNDI を使用して、WebLogic Server ドメインの 
UserTransaction オブジェクトへのオブジェクト参照を返します。

オブジェクト参照を取得すると、アプリケーションとそのオブジェクトが対

話状態に入ります。対話状態は、コミットかロールバックによってトランザ

クションが完了するまで続きます。インスタンス化された RMI オブジェク
トは、解放されるまで (たいていはサーバの停止時 ) メモリ内でアクティブ
な状態を維持します。トランザクションの間は、WebLogic Server インフラ
ストラクチャによって非アクティベーションやアクティベーションは実行さ

れません。

2. クライアント アプリケーションは、UserTransaction.begin メソッドを使
用してトランザクションを開始し、サーバ アプリケーションへの要求を発行
します。サーバ アプリケーションでのすべての処理は、トランザクションの
スコープ内で実行されます。

� いずれかの処理の呼び出しで例外が (明示的に、または通信エラーの結果
として ) 生成された場合は、その例外を捕捉し、
UserTransaction.rollback メソッドを使用してトランザクションを
ロールバックできます。
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1 トランザクションについて
� 例外が生成されない場合、クライアント アプリケーションは 
UserTransaction.commit メソッドを使用して現在のトランザクション
をコミットします。このメソッドは、トランザクションを終了して処理

を開始します。トランザクションは、そのトランザクションに関わって

いるすべてのリソースがコミットに同意した場合だけコミットされます。

3. UserTransaction.commit メソッドが呼び出されると、WebLogic Server は
トランザクションを完了するためにトランザクション マネージャを呼び出し
ます。

4. トランザクション マネージャの役割は、リソース マネージャと協力して
データベースを更新することです。

詳細については、第 6 章「RMI アプリケーションのトランザクション」を参照
してください。

トランザクションのサンプル コード

この節の内容は以下のとおりです。

� トランザクションのサンプル EJB コード

� トランザクションのサンプル RMI コード

トランザクションのサンプル EJB コード

この節では、EJB アプリケーションのクラスから抜粋したサンプル コードを利
用して段階的な説明を行います。ここでは以下について説明します。

� パッケージをインポートする

� JNDI を使用してオブジェクト参照を返す

� トランザクションを開始する

� トランザクションを完了する
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トランザクションのサンプル コード
サンプル コードでは、Bean 管理によるトランザクションの境界設定で 
UserTransaction オブジェクトが使用されます。この Bean のデプロイメント記
述子では、トランザクションの種類 (transaction-type 要素 ) として Bean 管理
によるトランザクションの境界設定 (Bean) が指定されます。

注意 : 以下のサンプル コードは、WebLogic Server に付属するサンプル アプリ
ケーションから抜粋したものではありません。単に、EJB アプリケー
ションでの UserTransaction オブジェクトの利用を説明するために用意
されたものです。

グローバル トランザクションでは、EJB が動作している WebLogic 
Server インスタンス上のローカル TxDataSource-からデータベース接続
を使用します。リモート WebLogic Server インスタンス上の 
TxDataSource からの接続を使用しないでください。

パッケージをインポートする

コード リスト 1-1 は、トランザクションで必要なパッケージのインポートを示し
ています。必要なパッケージには以下のものがあります。

� javax.transaction.UserTransaction。このオブジェクトに関連付けられ

ているメソッドのリストについては、オンラインの Javadoc を参照してくだ
さい。

� システム例外。例外のリストについては、オンラインの Javadoc を参照して
ください。

コード リスト 1-1   パッケージのインポート

import javax.naming.*;
import javax.transaction.UserTransaction;
import javax.transaction.SystemException;
import javax.transaction.HeuristicMixedException
import javax.transaction.HeuristicRollbackException
import javax.transaction.NotSupportedException
import javax.transaction.RollbackException
import javax.transaction.IllegalStateException
import javax.transaction.SecurityException
import java.sql.*;
import java.util.*;
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1 トランザクションについて
JNDI を使用してオブジェクト参照を返す

コード リスト 1-2 は、JNDI ツリーでオブジェクトをルックアップする方法を示
します。

コード リスト 1-2   JNDI ルックアップの実行

Context ctx = null;
Hashtable env = new Hashtable();
 
env.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY,
         "weblogic.jndi.WLInitialContextFactory");
 
// WebLogic Server のパラメータ 
// 環境に合わせて適切なホスト名、ポート番号、
// ユーザ名、およびパスワードに置き換える
env.put(Context.PROVIDER_URL, "t3://localhost:7001"); 
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "Fred");
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "secret");
 
ctx = new InitialContext(env);
 
UserTransaction tx = (UserTransaction)
  ctx.lookup("javax.transaction.UserTransaction");

トランザクションを開始する

コード リスト 1-3 は、UserTransaction オブジェクトを取得し、
javax.transaction.UserTransaction.begin() メソッドを呼び出すことによ
るトランザクションの開始を示しています。このメソッド呼び出しの後、トラン

ザクションが完了するまでに行われるデータベースの処理は、このトランザク

ションのスコープ内に存在します。

コード リスト 1-3   トランザクションの開始

UserTransaction tx = (UserTransaction)
  ctx.lookup("javax.transaction.UserTransaction");
tx.begin();
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トランザクションのサンプル コード
トランザクションを完了する

コード リスト 1-4 は、このトランザクションのスコープ内で試行されたいずれか
のデータベース処理で例外が送出されたかどうかに依存するトランザクションの

完了を示しています。

� いずれかのデータベース処理で例外が送出された場合は、アプリケーション

によって javax.transaction.UserTransaction.rollback() メソッドが
呼び出されます。

� 例外が送出されなかった場合は、アプリケーションによって 
javax.transaction.UserTransaction.commit() メソッドが呼び出され、
すべてのデータベース処理が正常に終了した後にトランザクションのコミッ

トが試行されます。このメソッドが呼び出されると、トランザクションが終

了し、処理が開始されて、WebLogic Server EJB コンテナによってトランザ
クションを完了するためにトランザクション マネージャが呼び出されます。
トランザクションは、そのトランザクションに関わっているすべてのリソー

スがコミットに同意した場合だけコミットされます。

コード リスト 1-4   トランザクションの完了

tx.commit();
 
// または
 
tx.rollback();

トランザクションのサンプル RMI コード

この節では、RMI アプリケーションのクラスから抜粋したサンプル コードを利
用して段階的な説明を行います。ここでは以下について説明します。

� パッケージをインポートする

� JNDI を使用して UserTransaction オブジェクトへのオブジェクト参照を返す

� トランザクションを開始する

� トランザクションを完了する
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1 トランザクションについて
サンプル コードでは、RMI トランザクションで UserTransaction オブジェクト
が使用されます。RMI アプリケーションでのトランザクションの使用のガイド
ラインについては、第 6 章「RMI アプリケーションのトランザクション」を参
照してください。

注意 : 以下のサンプル コードは、WebLogic Server に付属するサンプル アプリ
ケーションから抜粋したものではありません。単に、RMI アプリケー
ションでの UserTransaction オブジェクトの利用を説明するために用意
されたものです。

パッケージをインポートする

コード リスト 1-5 は、必要なパッケージのインポートを示しています。必要な
パッケージには、トランザクションの処理に使用する以下のパッケージが含まれ

ます。

� javax.transaction.UserTransaction。このオブジェクトに関連付けられ

ているメソッドのリストについては、オンラインの Javadoc を参照してくだ
さい。

� システム例外。例外のリストについては、オンラインの Javadoc を参照して
ください。

コード リスト 1-5   パッケージのインポート

import javax.naming.*;
import java.rmi.*;
import javax.transaction.UserTransaction;
import javax.transaction.SystemException;
import javax.transaction.HeuristicMixedException
import javax.transaction.HeuristicRollbackException
import javax.transaction.NotSupportedException
import javax.transaction.RollbackException
import javax.transaction.IllegalStateException
import javax.transaction.SecurityException
import java.sql.*;
import java.util.*;
\

これらのクラスがインポートされた後に、UserTransaction オブジェクトのイ
ンスタンスが null に初期化されます。
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トランザクションのサンプル コード
JNDI を使用して UserTransaction オブジェクトへのオブ
ジェクト参照を返す

コード リスト 1-6 は、適切な WebLogic Server ドメインの UserTransaction オ
ブジェクトに対するオブジェクト参照を返すための JNDI ツリーの検索を示して
います。

注意 : オブジェクト参照を取得すると、アプリケーションとそのオブジェクト
が対話状態に入ります。対話状態は、コミットかロールバックによって

トランザクションが完了するまで続きます。インスタンス化された RMI 
オブジェクトは、解放されるまで (たいていはサーバの停止時 ) メモリ
内でアクティブな状態を維持します。トランザクションの間は、

WebLogic Server インフラストラクチャによって非アクティベーションや
アクティベーションは実行されません。

コード リスト 1-6   JNDI ルックアップの実行

Context ctx = null;
Hashtable env = new Hashtable();
 
env.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY,
         "weblogic.jndi.WLInitialContextFactory");
 
// WebLogic Server のパラメータ 
// 環境に合わせて適切なホスト名、ポート番号、
// ユーザ名、およびパスワードに置き換える
env.put(Context.PROVIDER_URL, "t3://localhost:7001"); 
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "Fred");
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "secret");
 
ctx = new InitialContext(env);
 
UserTransaction tx = (UserTransaction)
  ctx.lookup("javax.transaction.UserTransaction");

トランザクションを開始する

コード リスト 1-7 は、javax.transaction.UserTransaction.begin() メソッ
ドを呼び出すことによるトランザクションの開始を示しています。このメソッド

呼び出しの後、トランザクションが完了するまでに行われるデータベースの処理

は、このトランザクションのスコープ内に存在します。
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1 トランザクションについて
コード リスト 1-7   トランザクションの開始

UserTransaction tx = (UserTransaction)
  ctx.lookup("javax.transaction.UserTransaction");
tx.begin();

トランザクションを完了する

コード リスト 1-8 は、このトランザクションのスコープ内で試行されたいずれか
のデータベース処理で例外が送出されたかどうかに依存するトランザクションの

完了を示しています。

� いずれかのデータベース処理で例外が送出された場合は、アプリケーション

によって javax.transaction.UserTransaction.rollback() メソッドが
呼び出されます。

� 例外が送出されなかった場合は、アプリケーションによって 
javax.transaction.UserTransaction.commit() メソッドが呼び出され、
すべてのデータベース処理が正常に終了した後にトランザクションのコミッ

トが試行されます。このメソッドが呼び出されると、トランザクションが終

了し、処理が開始されて、WebLogic Server によってトランザクションを完
了するためにトランザクション マネージャが呼び出されます。トランザク
ションは、そのトランザクションに関わっているすべてのリソースがコミッ

トに同意した場合だけコミットされます。

コード リスト 1-8   トランザクションの完了

tx.commit();
 
// または
 
tx.rollback();
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2 ト ランザクシ ョンのコンフ ィグ
レーションと管理

この章では、 ト ランザクシ ョ ンに関連する一般的な管理作業について概説しま

す。 JTA コンフ ィグレーシ ョ ン作業の概要については、 『WebLogic Server 管理者
ガイ ド』 の 「ト ランザクシ ョ ンの管理」 を参照して ください。 特定のコンフ ィ グ

レーシ ョ ン属性および手順については、 Administration Console オンラ イン ヘル
プの 「JTA」 に関する ト ピッ クを参照して ください。

この章では次の内容について説明します。

� ト ランザクシ ョ ンのコンフ ィ グレーシ ョ ン

� ト ランザクシ ョ ンのモニタ

� ト ランザクシ ョ ン リ ソース  マネージャの追加

ト ランザクシ ョンのコンフ ィグレーシ ョン

Administration Console は、 WebLogic JTA などの WebLogic Server の機能をコン
フ ィグレーシ ョ ンするために使用するインタフェースを備えています。

Administration Console を起動するには、 『WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の
「Administration Console の起動と使い方」 を参照して ください。 コンフ ィグレー
シ ョ ン プロセスでは、 属性の値を指定する必要があ り ます。 それらの属性に
よって、 以下のよ う な ト ランザクシ ョ ン環境が定義されます。

� ト ランザクシ ョ ンのタイムアウ ト と制限

� ト ランザクシ ョ ン マネージャの動作

また、 EJB、 JDBC、 JMS など、 ト ランザクシ ョ ンに参加可能な  J2EE コンポー
ネン ト の管理についてもよ く理解しておく必要があ り ます。
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2 ト ランザクシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ンと管理
ト ランザクシ ョ ンのモニタ

ロギング、 統計、 およびモニタの機能を使用して、 サーバ上の ト ランザクシ ョ ン

をモニタできます。 Administration Console では、 それらの機能をコンフ ィグ
レーシ ョ ンした り、 結果出力を表示した りできます。

ロギング

ト ランザクシ ョ ン ログは、 複数のファ イルで構成されます。 各ファ イルの名前
は、 ファ イル システムでの位置を示すプレフ ィ ッ クス  
(TransactionLogFilePrefix 属性で定義 )、 サーバ名、 ユニークな数値のサ
フ ィ ッ クス、 およびファ イル拡張子で構成されます。

TransactionLogFilePrefix 属性は、 ド メ イン内の各サーバで設定します。 ト

ランザクシ ョ ン ログで消費されるスペースの全体量は、 ファ イル システムの利
用可能なディ スク  スペースによってのみ制限されます。 サーバ ロギング属性設
定の詳細については、 Administration Console オンラ イン  ヘルプの 「[ サーバ ] 
--> [ ログ ] --> [JTA]」 を参照して ください。 『WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の
「 ト ランザクシ ョ ンのモニタ と ログ」 も参照して ください。

WebLogic Server では、 サーバ、 リ ソース、 およびト ランザクシ ョ ン名に基づい

てま とめられた ト ランザクシ ョ ンの統計が管理されます。 統計を表示する方法に

ついては、 Administration Console オンラ イン ヘルプの 「JTA」 に関する ト ピッ
クを参照して ください。 ト ラブルシューティ ングとデバッグで統計を利用する方

法については、 第 9 章 「ト ランザクシ ョ ンの ト ラブルシューティ ング」 の 「 ト ラ

ンザクシ ョ ンの統計」 を参照して ください。

モニタ

Administration Console を使用して、 進行中の ト ランザクシ ョ ンをモニタできま

す。 ト ランザクシ ョ ンの情報は名前やリ ソースに基づいて表示でき、 アクテ ィブ

なすべてのト ランザクシ ョ ン とい う基準で表示する こ と もできます。 ト ランザク

シ ョ ンのモニタについては、 Administration Console オンライン ヘルプの 「[ サー
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ト ランザクシ ョ ン  リ ソース  マネージャの追加
バ ] --> [ ログ ] --> [JTA]」 を参照して ください。 ト ラブルシューティ ングでのモ

ニタ  データの使い方の詳細については、 『WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の
「 ト ランザクシ ョ ンのモニタ と ログ」 を参照して ください。

ト ランザクシ ョン リソース マネージャの追
加

ト ランザクシ ョ ン リ ソース  マネージャは、 情報やプロセスへアクセスする手段
を提供します。 リ ソース  マネージャ と しては ト ランザクシ ョ ン対応 JDBC ド ラ
イバがよ く使用されます。 JDBC ド ラ イバを追加する と きには、 JTA と連係して
適切に機能できるよ うにド ラ イバ プロパティ をコンフ ィグレーシ ョ ンする必要

があ り ます。 JDBC のコンフ ィグレーシ ョ ンのガイ ド ラインについては、
『WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の 「 ト ランザクシ ョ ンの管理」 を参照して くだ

さい。
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2 ト ランザクシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ンと管理
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3 ト ランザクシ ョン サービス

この章では、 WebLogic Server システム向けの ト ランザクシ ョ ン対応アプリ ケー

シ ョ ンを記述するために必要な情報を提供します。

この章では次の内容について説明します。

� ト ランザクシ ョ ン サービスについて

� 機能と制限

� ト ランザクシ ョ ンのスコープ

� EJB アプリ ケーシ ョ ンでの ト ランザクシ ョ ン  サービス

� RMI アプリ ケーシ ョ ンでの ト ランザクシ ョ ン  サービス

ト ランザクシ ョン サービスについて

WebLogic Server は、 EJB アプ リ ケーシ ョ ンと  RMI アプリ ケーシ ョ ンの ト ランザ

クシ ョ ンをサポートする ト ランザクシ ョ ン  サービスを備えています。 WebLogic 
Server EJB コンテナでは、 その ト ランザクシ ョ ン  サービスによって、 Sun 
Microsystems 発行の EJB 仕様 2.0 で説明されている ト ランザクシ ョ ン  サービス
の実装が提供されます。

EJB と  RMI のアプ リ ケーシ ョ ンについて、 WebLogic Server では Java アプリ

ケーシ ョ ンの Java Transaction API (JTA) を実装する  Sun Microsystems の 
javax.transaction パッケージおよび javax.transaction.xa パッケージも提
供されます。 JTA の詳細については、 Sun Microsystems 発行 の Java Transaction 
API (JTA) 仕様 1.0.1a を参照して ください。 ト ランザクシ ョ ンの境界を設定する

ためにアプリ ケーシ ョ ンで使用される  UserTransaction オブジェ ク ト の詳細に
ついては、 WebLogic Server Javadoc を参照して ください。
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3 ト ランザクシ ョ ン サービス
機能と制限

この章の内容は以下のとおりです。

� 軽量ク ライアン ト と委託コ ミ ッ ト

� ク ラ イアン ト が開始する ト ランザクシ ョ ン

� ト ランザクシ ョ ンの整合性

� ト ランザクシ ョ ンの終了

� フラ ッ ト  ト ランザクシ ョ ン

� ト ランザクシ ョ ン サービスの ト ランザクシ ョ ン処理との関係

� マルチスレッ ド  ト ランザクシ ョ ン ク ラ イアン トのサポート

� 制約

以降の節では、 EJB と  RMI のアプリ ケーシ ョ ンをサポートする ト ランザクシ ョ

ン サービスの機能と制限について説明します。

軽量クライアント と委託コ ミ ッ ト

軽量ク ライアン ト は、 可用性が一定ではなく、 管理のされていない、 1 ユーザ対
象のデスク ト ップ システムで動作します。 デスク ト ップ システムは、 使用され
ないと きは所有者によって電源が落と されます。 そのよ う な管理のされていな

い、 1 ユーザ対象のデスク ト ップ システムでは、 ト ランザクシ ョ ンの調整などの

ネッ ト ワーク機能を行うべきではあ り ません。 特に、 管理のされていないシステ

ムはサーバ リ ソースが関わる ト ランザクシ ョ ンにおいて、 障害の影響を受けず

原子性、 一貫性、 隔離性、 および持続性とい う  ACID プロパティ を維持するこ と
に責任を持つべきではあ り ません。 WebLogic Server のリモー ト  ク ラ イアン トは
軽量ク ライアン ト です。

ト ランザクシ ョ ン サービスを利用する と、 軽量ク ラ イアン ト では委託コ ミ ッ ト
を実行できます。 つま り、 軽量ク ライアン トでは、 ト ランザクシ ョ ンの調整を

サーバ マシン上のト ランザクシ ョ ン  マネージャにまかせて ト ランザクシ ョ ンを

開始および終了するこ とができるのです。 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、
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機能と制限
ローカルの ト ランザクシ ョ ン サーバを必要と しません。 EJB ク ラ イアン ト また
は RMI ク ラ イアン トで使用される  UserTransaction の リモー ト実装によって、

ト ランザクシ ョ ン調整の実際の作業がサーバ上の ト ランザクシ ョ ン  マネージャ
に委託されます。

クライアントが開始するト ランザクション

アプレ ッ ト などのク ライアン ト では、 JNDI を使用して UserTransaction オブ
ジェ ク トおよび TransactionManager オブジェ ク ト の参照を取得できます。 ク
ラ イアン ト では、 いずれかのオブジェ ク ト参照を使用して ト ランザクシ ョ ンを開

始できます。 現在のスレッ ドの  Transaction オブジェ ク ト を取得するには、 ク
ラ イアン ト  プログラムは ((TransactionManager)tm).getTransaction() メ
ソ ッ ドを呼び出さなければなり ません。

ト ランザクションの整合性

ト ランザクシ ョ ンの動作を管理する と、 その ト ランザクシ ョ ンに関わるすべての

ト ランザクシ ョ ン オブジェ ク ト で ト ランザクシ ョ ン要求の処理が完了しない限

り  commit が成功しないので ト ランザクシ ョ ンの整合性が保証されます。 ト ラン

ザクシ ョ ン サービスでは、 Open Group によって定義されている要求と応答のプ
ロセス間通信モデルで提供されるものと同等の ト ランザクシ ョ ン動作の管理が提

供されます。

ト ランザクションの終了

WebLogic Server では、 ト ランザクシ ョ ンはその ト ランザクシ ョ ンを生成したク

ラ イアン ト によってのみ終了するこ とができます。

注意 : ク ラ イアン トは、 別のオブジェ ク トのサービスを要求したサーバ オブ
ジェ ク トの場合もあ り ます。
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3 ト ランザクシ ョ ン サービス
フラッ ト  ト ランザクション

WebLogic Server では、 フラ ッ ト  ト ランザクシ ョ ン モデルが実装されています。
ネス ト  ト ランザクシ ョ ンはサポート されていません。

ト ランザクション サービスのト ランザクション処
理との関係

ト ランザクシ ョ ン サービスは、 さまざまな ト ランザクシ ョ ン処理のサーバ、 イ

ンタフェース、 プロ ト コル、 および規格と以下のよ うに関連しています。

� Open Group XA インタフェースのサポート。 Open Group Resource Manager 
は 2 フェーズ コ ミ ッ ト  プロ ト コルを Open Group XA インタフェースを通じ
て管理できるよ うにする こ とで分散 ト ランザクシ ョ ンに関与できる リ ソース  
マネージャです。 WebLogic Server では Open Group Resource Manager との
対話がサポート されています。

� OSI TP プロト コルのサポート。 Open Systems Interconnect Transaction 
Processing (OSI TP) は国際標準化機構 (ISO) によって定義された ト ランザク

シ ョ ン対応プロ ト コルです。 WebLogic Server では OSI TP ト ランザクシ ョ
ン との対話はサポート されていません。

� LU 6.2 プロト コルのサポート。 Systems Network Architecture (SNA) LU 6.2 
は IBM によって定義された ト ランザクシ ョ ン対応のプロ ト コル。 WebLogic 
Server では LU 6.2 ト ランザクシ ョ ン との対話はサポート されていません。

� ODMG 規格のサポート。 ODMG-93 は Object Database Management Group 
(ODMG) によって定義された規格であ り、 Object Database Management 
System にアクセスするための移植可能なインタフェースを規定しています。
WebLogic Server では、 ODMG ト ランザクシ ョ ン との対話はサポート されて

いません。
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ト ランザクシ ョ ンのスコープ
マルチスレッ ド  ト ランザクシ ョン クライアントの
サポート

WebLogic Server では、マルチスレ ッ ド  ト ランザクシ ョ ン ク ラ イアン ト がサポー
ト されています。 ク ライアン ト では、 複数のスレ ッ ドで同時にト ランザクシ ョ ン

要求を行う こ とができます。

制約

ト ランザクシ ョ ン サービスには以下の制約があ り ます。

� WebLogic Server では、 ク ライアン ト またはサーバ オブジェ ク トは別の ト ラ

ンザクシ ョ ンに参加しているオブジェ ク ト のメ ソ ッ ドを呼び出すこ とができ

ません。 ク ラ イアン ト またはサーバによってそのよ う な メ ソ ッ ド呼び出しが

発行された場合は例外が返されます。

� WebLogic Server では、 Java Transaction API (Java アプ リ ケーシ ョ ン用 ) の
サード  パーティ実装を使用するク ライアン トはサポート されていません。

ト ランザクシ ョンのスコープ

ト ランザクシ ョ ンのスコープは、 その ト ランザクシ ョ ンが実行される環境を表し

ます。 WebLogic Server では、 スタンドアロン  サーバでの ト ランザクシ ョ ン、 ク

ラスタ化されていないサーバ間でのト ランザクシ ョ ン、 ド メ イン内のク ラスタ化

されたサーバ間での ト ランザクシ ョ ン、 およびド メ イン間の ト ランザクシ ョ ンが

サポート されています。 ド メ イン間の ト ランザクシ ョ ンがサポート されるよ うに

するためには、 関連するすべてのド メ インに共通の資格をコンフ ィ グレーシ ョ ン

する必要があ り ます。 『WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の 「ド メ イン間 ト ランザ

クシ ョ ンに対する ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。
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3 ト ランザクシ ョ ン サービス
EJB アプリケーションでのト ランザクシ ョ
ン サービス

WebLogic Server EJB コンテナでは、WebLogic Server EJB アプリ ケーシ ョ ンでの

以下の 2 種類のト ランザクシ ョ ンをサポートする ト ランザクシ ョ ン  サービスが
提供されます。

� コンテナ管理のト ランザクション。 コンテナ管理の ト ランザクシ ョ ンでは、

WebLogic Server EJB コンテナによって ト ランザクシ ョ ンの境界設定が管理

されます。 EJB デプロイ メン ト記述子のト ランザクシ ョ ン属性では、 各メ

ソ ッ ド呼び出しで WebLogic Server EJB コンテナがどのよ うに ト ランザク

シ ョ ンを処理するのかが指定されます。

� Bean 管理のト ランザクション。 Bean 管理の ト ランザクシ ョ ンでは、 EJB に
よって ト ランザクシ ョ ンの境界設定が管理されます。 EJB は、
UserTransaction オブジェ ク トに対する明示的なメ ソ ッ ド呼び出しを行っ
て、 ト ランザクシ ョ ンの開始、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ クを行います。

UserTransaction のメ ソ ッ ドの詳細については、 オンラインの Javadoc を参
照します。

EJB アプリ ケーシ ョ ンでの ト ランザクシ ョ ン管理の概要については、 「ト ランザ

クシ ョ ンについて」 の 「WebLogic Server EJB アプ リ ケーシ ョ ンの ト ランザク

シ ョ ン」 および 「 ト ランザクシ ョ ンのサンプル EJB コード」 を参照して くださ

い。
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RMI アプリケーシ ョ ンでのト ランザクシ ョ ン  サービス
RMI アプリケーシ ョンでのト ランザクシ ョ
ン サービス

WebLogic Server は、 WebLogic Server RMI アプリ ケーシ ョ ンの ト ランザクシ ョ

ンをサポートする ト ランザクシ ョ ン  サービスを備えています。 RMI アプリ ケー

シ ョ ンでは、 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンまたはサーバ アプ リ ケーシ ョ ンが 
UserTransaction オブジェク ト に対する明示的なメ ソ ッ ド呼び出しを行って、
ト ランザクシ ョ ンの開始、 コ ミ ッ ト 、 およびロールバッ クが行われます。

UserTransaction のメ ソ ッ ドの詳細については、 オンラインの Javadoc を参照
して ください。 RMI アプ リ ケーシ ョ ンでの ト ランザクシ ョ ン管理の概要につい

ては、 「 ト ランザクシ ョ ンについて」 の 「WebLogic Server RMI アプリ ケーシ ョ

ンの ト ランザクシ ョ ン」 および 「 ト ランザクシ ョ ンのサンプル RMI コード」 を
参照して ください。
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4 Java Transaction API と  BEA 
WebLogic の拡張機能

この章では、 Java Transaction API (JTA) と  BEA Systems が提供する  JTA の拡張
機能について概説します。

こ こでは次の内容について説明します。

� JTA API の概要

� JTA に対する  BEA WebLogic の拡張機能

JTA API の概要

WebLogic Server では、 Java アプ リ ケーシ ョ ンの Java Transaction API (JTA) を実
装する  Sun Microsystems の javax.transaction パッケージと  
javax.transaction.xa パッケージがサポート されています。 JTA の詳細につ
いては、 Sun Microsystems 発行の Java Transaction API (JTA) 仕様 ( バージ ョ ン 
1.0.1a) を参照して ください。 javax.transaction インタフェース と  
javax.transaction.xa インタフェースの詳細については、 JTA の Javadoc を参
照して ください。

JTA の構成要素は以下のとおりです。

� アプ リ ケーシ ョ ンから ト ランザクシ ョ ンの境界を設定した り、 ト ランザク

シ ョ ンを管理した りするためのインタフェースである  
javax.transaction.UserTransaction。 このインタフェースは、 Java ク ラ
イアン ト  プログラムの一部と して、 または EJB 内で Bean 管理のト ランザク

シ ョ ンの一部と して使用します。

� ト ランザクシ ョ ン マネージャがアプリ ケーシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ンの境界

を設定した り、 ト ランザクシ ョ ンを管理した りするためのインタフェースで
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4 Java Transaction API と  BEA WebLogic の拡張機能
ある  javax.transaction.TransactionManager。 このインタフェースはコ
ンテナ管理の ト ランザクシ ョ ンの一部と して EJB コンテナによって使用され
ます。 このインタフェースでは、 javax.transaction.Transaction インタ
フェースを使用して特定のト ランザクシ ョ ンで処理が実行されます。

� ト ランザクシ ョ ン マネージャがアプリ ケーシ ョ ン  サーバにステータスおよ
び同期の情報を提供するためのインタフェースである  
javax.transaction.Status と  javax.transaction.Synchronization。
これらのインタフェースは、 ト ランザクシ ョ ン マネージャによってのみアク
セスされ、 アプ リ ケーシ ョ ン  プログラムの一部と して使用するこ とはできま
せん。

� ト ランザクシ ョ ン マネージャが XA 準拠 リ ソースの リ ソース  マネージャ と
連係するためのインタフェースである  
javax.transaction.xa.XAResource、 および ト ランザクシ ョ ン  マネージャ
が ト ランザクシ ョ ンの識別子を取り出すためのインタフェースである  
javax.transaction.xa.Xid。 これらのインタフェースは、 ト ランザクシ ョ

ン マネージャによってのみアクセスされ、 アプ リ ケーシ ョ ン  プログラムの
一部と して使用するこ とはできません。

JTA に対する BEA WebLogic の拡張機能

Java Transactions API の拡張機能は、 JTA の仕様で実装の細かな部分がカバーさ
れていないと ころや補足的な機能が必要なと ころで提供されます。

BEA WebLogic では、 JTA 仕様の解釈に基づいて以下の機能が提供されます。

� ク ラ イアン ト が開始する ト ランザクシ ョ ン― JTA ト ランザクシ ョ ン マネー
ジャ  インタフェース  (javax.transaction.TransactionManager) が JNDI 
を通じてク ライアン トや Bean プロバイダから利用可能にな り ます。 この機
能によ り、 ク ラ イアン トや、 Bean 管理のト ランザクシ ョ ンを利用する  EJB 
で ト ランザクシ ョ ンをサスペンド した り再開した りする こ とができます。

注意 : サスペンド された ト ランザクシ ョ ンは、 それがサスペンド された同じ

サーバ プロセスで再開する必要があ り ます。

� ト ランザクシ ョ ンのスコープ― ト ランザクシ ョ ンはク ラスタ と ド メ インの内

部、 およびク ラスタ と ド メ イン間で機能します。
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JTA に対する  BEA WebLogic の拡張機能
BEA WebLogic では、 JTA の拡張機能と して以下のク ラス と インタフェースが提

供されます。

� weblogic.transaction.RollbackException 
(javax.transaction.RollbackException を拡張 )

このク ラスでは、 よ り包括的な例外情報で使用するためにロールバッ クの

元々の理由が保持されます。

� weblogic.transaction.TransactionManager 
(javax.transaction.TransactionManager を拡張 )

WebLogic JTA ト ランザクシ ョ ン マネージャ  オブジェ ク トでは、 XA リ ソー
スが起動時にト ランザクシ ョ ン マネージャに対する登録を行った り、 登録を
解除した りできるよ うにするこのインタフェースがサポート されています。

このインタフェースを利用する と、 ト ランザクシ ョ ンをサスペンド後に再開

する こ と もできます。

このインタフェースには、 以下のメ ソ ッ ドがあ り ます。

� registerStaticResource、 registerDynamicResource、 および 
unregisterResource

� getTransaction

� forceResume および forceSuspend

� begin

� weblogic.transaction.Transaction (javax.transaction.Transaction 
を拡張 )

WebLogic JTA ト ランザクシ ョ ン オブジェ ク ト では、 ユーザが ト ランザク

シ ョ ン プロパティ を取得および設定できるよ うにするこのインタフェースが
サポート されています。

このインタフェースには、 以下のメ ソ ッ ドがあ り ます。

� setName および getName

� addProperties、 setProperty、 getProperty、 および getProperties

� setRollbackReason および getRollbackReason

� getHeuristicErrorMessage

� getXID および getXid

� getStatusAsString

� getMillisSinceBegin
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� getTimeToLiveMillis

� isTimedOut

� weblogic.transaction.TxHelper

このク ラスを使用する と、 現在の ト ランザクシ ョ ン マネージャおよび ト ラン

ザクシ ョ ンを取得できます。

このインタフェースには、 以下の静的メ ソ ッ ドがあ り ます。

� getTransaction、 getUserTransaction、 getTransactionManager

� status2String

� weblogic.transaction.XAResource 

(javax.transaction.xa.XAResource を拡張 )

このク ラスを使用する と、 XA リ ソースを リ ス トから削除できます。

このインタフェースには、 次のメ ソ ッ ドがあ り ます。

� getDelistFlag

javax.transaction インタフェース と  javax.transaction.xa インタフェース
に対する  WebLogic 拡張機能の詳細については、 weblogic.transaction パッケージ
の説明を参照して ください。
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5 EJB アプリケーションのト ランザ
クシ ョン

この章の内容は以下のとおりです。

� 始める前に

� ガイ ド ラ イン

� ト ランザクシ ョ ン属性

� ト ランザクシ ョ ンへの関与

� ト ランザクシ ョ ンセマンティ ク ス

� セッシ ョ ンの同期

� ト ランザクシ ョ ン時の同期

� ト ランザクシ ョ ン タイムアウ トの設定

� EJB ト ランザクシ ョ ンでの例外処理

この章では、 BEA WebLogic Server 上で動作するエンタープライズ  JavaBean 
(EJB) アプリ ケーシ ョ ンで ト ランザクシ ョ ンを実装する方法を説明します。
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5 EJB アプリケーシ ョ ンのト ランザクシ ョ ン
始める前に

本題に入る前に、 第 1 章 「 ト ランザクシ ョ ンについて」 の特に以下の節を読んで

おく必要があ り ます。

� WebLogic Server EJB アプリ ケーシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ン

� ト ランザクシ ョ ンのサンプル EJB コード

こ こでは、 エンタープライズ JavaBean での ト ランザクシ ョ ンの BEA WebLogic 
Server 実装について説明します。 こ こで説明する情報は、 Sun Microsystems 発行
の EJB 仕様 2.0 を補足するものです。

注意 : この章を読み進める前に、 EJB 仕様 2.0 のドキュ メ ン ト の内容、 特に 16 
章 「Support for Transactions」 で提示されている概念やデータをよ く理解
しておく必要があ り ます。

WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ンでエンタープラ イズ JavaBean を実装する方法
については、 『WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ejb/index.html) を参照して ください。

ガイドライン

以下のガイ ド ラ インは、 WebLogic Server 向けの EJB アプリ ケーシ ョ ンで ト ラン

ザクシ ョ ンを実装する と きに適用されます。

� EJB 仕様では、 フラ ッ ト  ト ランザクシ ョ ンのみがサポート されています。 ト

ランザクシ ョ ンをネス トする こ とはできません。

� EJB 仕様では、複数のリ ソース  ( データベースなど ) にまたがる分散 ト ランザ

クシ ョ ン と、 EJB CMP 2.0 および EJB CMP 1.1 に対応した 2 フェーズ コ
ミ ッ ト  プロ ト コルがサポート されています。

� WebLogic Server では、 JTA 準拠の XA リ ソースがサポート されています。

WebLogic Server で提供される  XA リ ソース  ド ラ イバについては、
5-2 WebLogic JTA プログラマーズ ガイ ド

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ejb/index.html


ト ランザクシ ョ ン属性
『WebLogic jDriver for Oracle のインス トールと使い方』 の 「分散 ト ランザク

シ ョ ンでの WebLogic jDriver for Oracle/XA の使い方」 を参照して ください。

� 標準的なプログラ ミ ング手法を使用して ト ランザクシ ョ ン処理を最適化しま

す。 たとえば、 ト ランザクシ ョ ンの境界を適切に設定する と、 ト ランザク

シ ョ ンの処理が速く な り ます。

� EJB が動作している  WebLogic Server インスタンス上のローカル 
TxDataSource- からデータベース接続を使用します。 リモー ト  WebLogic 
Server インスタンス上の TxDataSource からの接続を使用しないでください。

� ト ランザクシ ョ ン対応の EJB アプリ ケーシ ョ ンでパフォーマンスを最大限に

引き出すために、 必ず EJB キャ ッシュを調整します。 詳細については、
『WebLogic エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 の
「WebLogic Server EJB コンテナ」 を参照して ください。

WebLogic Server ト ランザクシ ョ ン サービスのガイ ド ラ インについては、 「機能
と制限」 を参照して ください。

ト ランザクシ ョン属性

この章の内容は以下のとおりです。

� EJB の ト ランザクシ ョ ン属性について

� コンテナ管理の ト ランザクシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ン属性

� Bean 管理のト ランザクシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ン属性

EJB のト ランザクショ ン属性について

ト ランザクシ ョ ン属性では、 ト ランザクシ ョ ンが EJB アプ リ ケーシ ョ ンでどの

よ うに管理されるのかが指定されます。 各 EJB について、 ト ランザクシ ョ ン属

性によ り、 ト ランザクシ ョ ンの境界が WebLogic Server EJB コンテナによって設
定されるのか ( コンテナ管理の ト ランザクシ ョ ン )、 または EJB 自体によって設
定されるのか (Bean 管理の ト ランザクシ ョ ン ) が指定されます。 EJB がコンテナ
管理と  Bean 管理のどちらであるのかは、 デプロイ メ ン ト記述子の 
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5 EJB アプリケーシ ョ ンのト ランザクシ ョ ン
transaction-type 要素の設定で決ま り ます。 transaction-type 要素の詳細に
ついては、 EJB 仕様 2.0 の 16 章 「 ト ランザクシ ョ ンのサポート 」 および 21 章
「デプロイ メ ン ト記述子」 を参照して ください。

概して、 Bean 管理のト ランザクシ ョ ンよ り もコンテナ管理の ト ランザクシ ョ ン

の方がよ く使用されます。 なぜなら、 その方がアプリ ケーシ ョ ンのコードがシン

プルになるからです。 たとえば、 コンテナ管理のト ランザクシ ョ ンでは、 ト ラン

ザクシ ョ ンを明示的に開始する必要があ り ません。

WebLogic Server では、 EJB 仕様 2.0 のセクシ ョ ン  16.4 で定義されている メ ソ ッ
ド  レベルの ト ランザクシ ョ ン属性がフルサポート されています。

コンテナ管理のト ランザクションのト ランザクショ

ン属性

コンテナ管理のト ランザクシ ョ ンの場合、 ト ランザクシ ョ ン属性はデプロイ メン

ト記述子の container-transaction 要素で指定します。 コンテナ管理の ト ラン

ザクシ ョ ンには、 すべてのエンテ ィテ ィ  Bean と、 transaction-type が 
Container に設定されているステー ト フルまたはステート レスのセッシ ョ ン  
Bean が含まれます。 これらの要素の詳細については、 『WebLogic エンタープラ
イズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 を参照して ください。

EJB とそのビジネス  メ ソ ッ ドで指定できる ト ランザクシ ョ ン属性は以下のとお

りです。

� NotSupported

� Supports 

� Required 

� RequiresNew 

� Mandatory 

� Never 

trans-attribute 設定で WebLogic Server EJB コンテナがどのよ うに機能するの
かについては、 EJB 仕様 2.0 のセクシ ョ ン 16.7.2 を参照して ください。
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ト ランザクシ ョ ン属性
デプロイ メン ト記述子でタイムアウ ト値が定義されていない場合は、 WebLogic 
Server EJB コンテナによって自動的に ト ランザクシ ョ ンのタイムアウ ト が設定さ

れます。 コンテナでは TimeoutSeconds コンフ ィグレーシ ョ ン  パラ メータの値
が使用されます。 デフォルトの timeout 値は 30 秒です。

ト ランザクシ ョ ンのコンフ ィ グレーシ ョ ン  パラ メータの詳細については、 この
マニュアルの第 2 章 「ト ランザクシ ョ ンのコンフ ィ グレーシ ョ ン と管理」 および

Administration Console オンライン ヘルプを参照して ください。

コンテナ管理の ト ランザクシ ョ ンを使用する  EJB の場合、 EJB は 
javax.transaction.UserTransaction インタフェースにアクセスする こ とが
できず、 また、 開始と終了のト ランザクシ ョ ン  コンテキス ト が一致していなけ
ればな り ません。 さ らに、 コンテナ管理の ト ランザクシ ョ ンを使用する  EJB で
は、 javax.ejb.EJBContext インタフェースの setRollbackOnly メ ソ ッ ド と  
getRollbackOnly メ ソ ッ ドのサポートが制限されています (EJB 仕様 2.0 のセク
シ ョ ン 16.4.4.2 と  16.4.4.3 で規定されている規則によって呼び出しが制限される
)。

Bean 管理のト ランザクションのト ランザクション
属性

Bean 管理のト ランザクシ ョ ンの場合は、 Bean が 
javax.transaction.UserTransaction インタフェースのメ ソ ッ ドを使用して
ト ランザクシ ョ ンの境界設定を指定します。 Bean 管理の ト ランザクシ ョ ンには、

transaction-type が Bean に設定されているステー ト フルまたはステート レス

のセッシ ョ ン  Bean が含まれます。 エンティテ ィ  Bean では、 Bean 管理のト ラン

ザクシ ョ ンは使用できません。

ステー ト レス  セッシ ョ ン Bean の場合は、開始と終了の ト ランザクシ ョ ン  コンテ
キス ト が一致していなければな り ません。 ステー ト フル セッシ ョ ン Bean の場合
は、 開始と終了の ト ランザクシ ョ ン  コンテキス トが必ずし も一致している必要
はあ り ません。 一致していない場合は、 WebLogic Server EJB コンテナによって 
Bean と未終了の ト ランザクシ ョ ンの関連が維持されます。
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5 EJB アプリケーシ ョ ンのト ランザクシ ョ ン
Bean 管理の ト ランザクシ ョ ンを使用するセッシ ョ ン  Bean では、
javax.ejb.EJBContext インタフェースの setRollbackOnly メ ソ ッ ド と  
getRollbackOnly メ ソ ッ ドが使用できません。

ト ランザクシ ョ ンへの関与

EJB 仕様 2.0 で 「 ト ランザクシ ョ ンへの関与」 とい う表現が使用される場合、 そ

れは 　Bean が以下のいずれかの条件を満たしている とい う意味である と  BEA で
は解釈されます。

� Bean が ト ランザクシ ョ ン コンテキス トで呼び出される場合 ( コンテナ管理の
ト ランザクシ ョ ン )。

� Bean が、 ク ラ イアン ト によって呼び出された Bean メ ソ ッ ドの中で 
UserTransaction API を使用して ト ランザクシ ョ ンを開始し  (Bean 管理の ト ラ

ンザクシ ョ ン )、 かつ、 ク ライアン トによって呼び出された対応する  Bean メ
ソ ッ ドの終了時にそのト ランザクシ ョ ンをサスペンドまたは終了しない場

合。

ト ランザクシ ョ ンセマンティ クス

この節の内容は以下のとおりです。

� コンテナ管理のト ランザクシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ン  セマンテ ィ クス

� Bean 管理の ト ランザクシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ン セマンティ クス

EJB 仕様 2.0 では、 EJB の種類 ( エンティテ ィ  Bean、 ステー ト レス  セッシ ョ ン 
Bean、 またはステート フル セッシ ョ ン Bean) と ト ランザクシ ョ ンの種類 ( コン
テナ管理または Bean 管理 ) に基づいて ト ランザクシ ョ ン処理の動作を決定する

セマンティ クスが規定されています。 それらのセマンティ クスでは、 メ ソ ッ ドが

呼び出される と きの ト ランザクシ ョ ン  コンテキス トが規定されており、 また、

EJB が javax.transaction.UserTransaction インタフェースのメ ソ ッ ドにア
クセスできるかど うかが定義されています。 EJB アプリ ケーシ ョ ンは、 それらの

セマンティ クスに注意して設計する必要があ り ます。
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コンテナ管理のト ランザクションのト ランザクショ

ン セマンティ クス

コンテナ管理の ト ランザクシ ョ ンの場合、 ト ランザクシ ョ ン セマンティ クスは 
Bean の種類によって異な り ます。

ステート フル セッション Bean のト ランザクション セマン
ティ クス

表 5-1 は、 コンテナ管理の ト ランザクシ ョ ンのステー ト フル セッシ ョ ン Bean の
ト ランザクシ ョ ン セマンティ クスを示しています。

表 5-1  コンテナ管理のト ランザクションのステート フル セッション Bean のト
ランザクション セマンティ クス

メソッ ド メソッ ドが起動された時点

でのト ランザクション コン
テキスト

ユーザ ト ランザク
ション メソッ ドへ
のアクセスの可否

コンス ト ラ クタ 指定なし 不可

setSessionContext() 指定なし 不可

ejbCreate() 指定なし 不可

ejbRemove() 指定なし 不可

ejbActivate() 指定なし 不可

ejbPassivate() 指定なし 不可

ビジネス  メ ソ ッ ド ト ランザクシ ョ ン属性によっ

て有または無

不可

afterBegin() 有 不可

beforeCompletion() 有 不可

afterCompletion() 無 不可
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5 EJB アプリケーシ ョ ンのト ランザクシ ョ ン
ステートレス セッション Bean のト ランザクション セマン
ティ クス

表 5-2 は、 コンテナ管理のト ランザクシ ョ ンのステート レス  セッシ ョ ン  Bean の
ト ランザクシ ョ ン セマンティ クスを示しています。

エンティテ ィ  Bean のト ランザクション セマンティ クス

表 5-3 は、 コンテナ管理のト ランザクシ ョ ンのエンティテ ィ  Bean の ト ランザク

シ ョ ン セマンティ クスを示しています。

表 5-2  コンテナ管理のト ランザクションのステート レス セッション Bean のト
ランザクション セマンティ クス

メソッ ド メソッ ドが起動された時点

でのト ランザクション コン
テキスト

ユーザ ト ランザク
ションメソッ ドへ

のアクセスの可否

コンス ト ラ ク タ 指定なし 不可

setSessionContext() 指定なし 不可

ejbCreate() 指定なし 不可

ejbRemove() 指定なし 不可

ビジネス  メ ソ ッ ド ト ランザクシ ョ ン属性によっ

て有または無

不可

表 5-3  コンテナ管理のト ランザクションのエンティティ  Bean のト ランザク
ション セマンティ クス

メソッ ド メソッ ドが起動された時点

でのト ランザクション コン
テキスト

ユーザ ト ランザク
ションメソッ ドへ

のアクセスの可否

コンス ト ラ ク タ 指定なし 不可

setEntityContext() 指定なし 不可

unsetEntityContext() 指定なし 不可
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Bean 管理のト ランザクションのト ランザクション 
セマンティ クス

Bean 管理のト ランザクシ ョ ンの場合、 ト ランザクシ ョ ン  セマンティ クスはス
テート フルと ステー ト レスのセッシ ョ ン  Bean で異なり ます。エンテ ィテ ィ  Bean 
では、 Bean 管理の ト ランザクシ ョ ンは利用できません。

ejbCreate() 対応する  create の ト ランザク
シ ョ ン属性で決まる

不可

ejbPostCreate() 対応する  create の ト ランザク
シ ョ ン属性で決まる

不可

ejbRemove() 対応する  remove の ト ランザ
クシ ョ ン属性で決まる

不可

ejbFind() 対応する  find の ト ランザク
シ ョ ン属性で決まる

不可

ejbActivate() 指定なし 不可

ejbPassivate() 指定なし 不可

ejbLoad() ejbLoad() を呼び出したビ
ジネス  メ ソ ッ ドの ト ランザク
シ ョ ン属性で決まる

不可

ejbStore() ejbStore() を呼び出したビ
ジネス  メ ソ ッ ドの ト ランザク
シ ョ ン属性で決まる

不可

ビジネス  メ ソ ッ ド ト ランザクシ ョ ン属性によっ

て有または無

不可

表 5-3  コンテナ管理のト ランザクションのエンティテ ィ  Bean のト ランザク
ション セマンティ クス (続き )

メソッ ド メソッ ドが起動された時点

でのト ランザクション コン
テキスト

ユーザ ト ランザク
ションメソッ ドへ
のアクセスの可否
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5 EJB アプリケーシ ョ ンのト ランザクシ ョ ン
ステート フル セッション Bean のト ランザクション セマン
ティ クス

表 5-4 は、Bean 管理の ト ランザクシ ョ ンのステー ト フル セッシ ョ ン Bean のト ラ

ンザクシ ョ ン セマンティ クスを示しています。

表 5-4  Bean 管理のト ランザクションのステート フル セッション Bean のト ラ
ンザクション セマンティ クス

メソッ ド メソッ ドが起動された時点

でのト ランザクション コン
テキスト

ユーザ ト ランザク
ションメソッ ドへ

のアクセスの可否

コンス ト ラ ク タ 指定なし 不可

setSessionContext() 指定なし 不可

ejbCreate() 指定なし 可

ejbRemove() 指定なし 可

ejbActivate() 指定なし 可

ejbPassivate() 指定なし 可

ビジネス  メ ソ ッ ド 通常は無。 Bean での直前のメ
ソ ッ ド実行が ト ランザクシ ョ

ン  コンテキス トの中で終了し
ている場合を除く

可

afterBegin() 非適用 非適用

beforeCompletion() 非適用 非適用

afterCompletion() 非適用 非適用
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セッシ ョ ンの同期
ステートレス セッション Bean のト ランザクション セマン
ティ クス

表 5-5 は、Bean 管理の ト ランザクシ ョ ンのステー ト レス  セッシ ョ ン Bean の ト ラ

ンザクシ ョ ン セマンテ ィ クスを示しています。

セッシ ョ ンの同期

コンテナ管理の ト ランザクシ ョ ンを使用するステート フル セッシ ョ ン  Bean で
は、 javax.ejb.SessionSynchronization インタフェースを実装して ト ランザ

クシ ョ ン同期通知を提供できます。 その場合、 ステー ト フル セッシ ョ ン Bean の
すべてのメ ソ ッ ドでは、 REQUIRES_NEW、 MANDATORY、 または REQUIRED のいず
れかの ト ランザクシ ョ ン属性をサポート しなければな り ません。

javax.ejb.SessionSynchronization インタフェースの詳細については、 EJB 
仕様 2.0 のセクシ ョ ン  6.5.3 を参照して ください。

表 5-5  Bean 管理のト ランザクションのステートレス セッション Bean のト ラ
ンザクション セマンティ クス

メソッ ド メソッ ドが起動された時点

でのト ランザクション コン
テキスト

ユーザ ト ランザク
ションメソッ ドへ

のアクセスの可否

コンス ト ラ クタ 指定なし 不可

setSessionContext() 指定なし 不可

ejbCreate() 指定なし 可

ejbRemove() 指定なし 可

ビジネス  メ ソ ッ ド 無 可
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5 EJB アプリケーシ ョ ンのト ランザクシ ョ ン
ト ランザクシ ョ ン時の同期

Bean で SessionSynchronization が実装されている場合、 通常、 WebLogic 
Server EJB コンテナではト ランザクシ ョ ンのコ ミ ッ ト時に Bean に対して以下の
コールバッ クが行われます。

� afterBegin()

� beforeCompletion()

� afterCompletion()

EJB コンテナは、 beforeCompletion メ ソ ッ ドで他の Bean を呼び出すか、 また
は XA リ ソースを追加する こ とができます。 呼び出しの回数は、
beforeCompletionIterationLimit 属性によって制限されます。 この属性は、
ト ランザクシ ョ ンがロールバッ ク されるまでに処理されるコールバッ クのサイ ク

ル数を指定します。 同期サイ クルは、 登録されているオブジェ ク ト が 
beforeCompletion コールバッ クを受信し、 リ ソースが追加されるか、 または以

前に同期されていたオブジェ ク トが再登録されたと きに発生します。 反復制限を

利用するこ とで、 同期サイ クルが無限に繰 り返されるこ とを防止できます。

ト ランザクシ ョ ン タイムアウトの設定

EJB アプリ ケーシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ンには、 タイムアウ ト を指定できます。

ト ランザクシ ョ ンの存続期間がタイムアウ トの設定値を超えた場合、 ト ランザク

シ ョ ン サービスによってその ト ランザクシ ョ ンは自動的にロールバッ ク されま

す。

注意 : ト ランザクシ ョ ンで begin() を実行する前に、 タイムアウ ト を設定する
必要があ り ます。 タイムアウ ト を設定しても、 すでに開始されている ト

ランザクシ ョ ンには反映されません。

タイムアウ ト の指定方法は、 ト ランザクシ ョ ンの種類によって異な り ます。

� コンテナ管理のト ランザクション。 weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト
記述子で trans-timeout-seconds 属性をコンフ ィグレーシ ョ ンします。 詳
細については、 『WebLogic Server 管理者ガイ ド』 を参照して ください。
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EJB ト ランザクシ ョ ンでの例外処理
� weblogic-ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子で trans-timeout-seconds 属性をコ
ンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。

� Bean 管理のト ランザクション。 アプ リ ケーシ ョ ンによって 
UserTransaction.setTransactionTimeout メ ソ ッ ドが呼び出されます。

EJB ト ランザクシ ョ ンでの例外処理

WebLogic Server EJB アプリ ケーシ ョ ンでは、 ト ランザクシ ョ ンの途中で送出さ

れた特定の例外を検出して処理する必要があ り ます。 例外処理の詳細について

は、 Sun Microsystems 発行の EJB 仕様 2.0 の第 17 章 「例外の処理」 を参照して

ください。

EJB ト ランザクシ ョ ンでビジネス  メ ソ ッ ドによって例外がどのよ うに送出され
るのかについては、 セクシ ョ ン  17.3 にある表 12 ( コンテナ管理の ト ランザク

シ ョ ン ) および表 13 (Bean 管理の ト ランザクシ ョ ン ) を参照して ください。

ク ライアン トの観点から見た例外については、 セクシ ョ ン  17.4 を参照して くだ
さい。 特に、 セクシ ョ ン  12.4.1 ( アプリ ケーシ ョ ン例外 )、 セクシ ョ ン 17.4.2 
(java.rmi.RemoteException)、 セクシ ョ ン  17.4.2.1 
(javax.transaction.TransactionRolledBackException)、およびセクシ ョ ン 
17.4.2.2 (javax.transaction.TransactionRequiredException) の参照をお勧
めします。
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6 RMI アプリケーションのトランザ
クション

以下の節では、BEA WebLogic Server 環境で動作する RMI アプリケーションで、
トランザクションを使用するためのガイドラインとその他のリファレンスを提供

します。 

� 始める前に

� ガイドライン

始める前に

本題に入る前に、第 1 章「トランザクションについて」の特に以下の節を参照し
てください。

� 1-10 ページの「WebLogic Server RMI アプリケーションのトランザクショ
ン」

� 1-15 ページの「トランザクションのサンプル RMI コード」

RMI アプリケーションの詳細については、『WebLogic RMI over IIOP プログラ
マーズ ガイド』を参照してください。

ガイドライン

以下のガイドラインは、WebLogic Server 向けの RMI アプリケーションでトラン
ザクションを実装するときに適用されます。

� WebLogic Server では、フラット トランザクションのみがサポートされてい
ます。トランザクションをネストすることはできません。
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6 RMI アプリケーションのトランザクション
� 標準的なプログラミング手法を使用してトランザクション処理を最適化しま

す。たとえば、トランザクションの境界を適切に設定すると、トランザク

ションの処理が速くなります。

� RMI アプリケーションでは、トランザクションでコールバック オブジェク
トを使用することが推奨されていません (WebLogic Server で管理できないた
め )。コールバック オブジェクトの詳細については、『WebLogic RMI プログ
ラマーズ ガイド』を参照してください。

� RMI アプリケーションでは、RMI クライアントがトランザクションを開始
できますが、すべてのトランザクション処理は WebLogic Server をホストと
するサーバ オブジェクトまたはリモート オブジェクト上で行われる必要が
あります。クライアント JVM 上でホストされるリモート オブジェクトは、
トランザクション処理に参加できません。

回避策としては、クライアント JVM 上のリモート オブジェクトを呼び出す
前にトランザクションを中断し、リモート処理が終了した後でトランザク

ションを再開します。

WebLogic Server トランザクション サービスのガイドラインについては、「機能
と制限」を参照してください。
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7 WebLogic Server でのサードパー
ティ JDBC XA ドライバの使い方

この章では次の内容について説明します。

� 7-1 ページの「サードパーティ XA ドライバの概要」

� 7-2 ページの「サードパーティ ドライバのコンフィグレーションとパフォー
マンス要件」

サードパーティ XA ドライバの概要

この節では、分散トランザクションにおける WebLogic Server でのサードパー
ティ JDBC 2 層ドライバの使い方について説明します。これらのドライバは、
WebLogic Server 接続プールと DBMS の間の接続を提供します。分散トランザク
ションで使用するドライバは、後に「/XA」が続くドライバ名 (Oracle Thin/XA 
ドライバなど ) によって指定されます。 

サードパーティ XA ドライバの表

次の表に、サード パーティ JDBC/XA ドライバを WebLogic Server で使用する場
合の確認済みの機能について示します。
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7 WebLogic Server でのサードパーティ JDBC XA ドライバの使い方
サードパーティ ドライバのコンフィグレー
ションとパフォーマンス要件

次に、WebLogic Server で特定のサードパーティ XA ドライバを使用するための
要件とガイドラインを示します。

注意 : ここに掲載されていないサードパーティ ドライバを使用する場合、接続
プール プロパティの追加設定が必要となる場合があります。詳細につい
ては、『管理者ガイド』の「追加の XA 接続プール プロパティ」を参照
してください。

表 7-1  2 層 JDBC/XA ドライバ

ドライバ /データベース
のバージョン

説明

Oracle Thin ドライバ 
XA

� ドライバ バージョ
ン 8.1.7、9.0.1、
9.2.0、10.1.0

� データベース バー
ジョン 8.1.7、
9.0.1、9.2.0、10g

7-3 ページの「Oracle Thin/XA ドライバ
の使い方」を参照。

 

Sybase jConnect/XA

� ドライバ バージョ
ン 5.5

� Adaptive Server 
Enterprise 12.0

7-10 ページの「Sybase jConnect 5.5/XA 
ドライバの使い方」を参照。
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サードパーティ ドライバのコンフィグレーションとパフォーマンス要件
Oracle Thin/XA ドライバの使い方

WebLogic Server にバンドルされた Oracle Thin Driver 10g は事前にコンフィグ
レーションされ、そのまま使用できる状態になっています。 その他のバージョン
の Oracle Thin Driver を使用する場合は、『WebLogic JDBC プログラマーズ ガイ
ド』の「Oracle Thin Driver の変更または更新」を参照してください。

WebLogic Server で Oracle Thin/XA ドライバを使用するための情報を以下の節で
示します。

Oracle Thin/XA ドライバのソフトウェア要件

Oracle Thin/XA ドライバのソフトウェア要件は次のとおりです。

� JDK 1.2.x 以降 (JDK 1.3.1_XX を含む WebLogic Server)

� サーバのバージョンは WebLogic Server で使用しているドライバのバージョ
ンと一致する必要がある。たとえば、Oracle Thin/XA ドライバ バージョン 
8.1.7 を使用している場合は、Oracle サーバもバージョン 8.1.7 をインストー
ルしてください。
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7 WebLogic Server でのサードパーティ JDBC XA ドライバの使い方
Oracle Thin 8.1.7/XA ドライバの確認済みの問題

次の表に、確認済みの問題と BEA の回避策を示します。
.

表 7-2  Oracle Thin ドライバの確認済みの問題と回避策

説明 Oracle 
のバグ

説明 /WebLogic Server の回避策

ド ラ イバのバージ ョ ン 9.2.0.1 を使用し、 主
キーの一部と してタイムスタンプを使用して、

エンテ ィテ ィ  EJB (1.x) からテーブルに行を作
成または追加する場合、 Bean は見つからず、
NoSuchEntityException が送出される。

このエラーは、 WebLogic Server 
7.0SP2 と共にインス トールされた 
Oracle Thin Driver 9.2.0 を使用する場
合に発生する。 

回避策 : Oracle のド ラ イバの最新バー
ジ ョ ンを使用する。 『WebLogic JDBC 
プログラマーズ ガイ ド』 の 「Oracle 
Thin Driver の変更または更新」 を参
照。
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サードパーティ ドライバのコンフィグレーションとパフォーマンス要件
Oracle Thin Driver の 9.2.0.3 以前のバージ ョ ン
を使用している場合、 WebLogic Server の再
起動後に、 XAER_PROTO エラーまたは断続
的なハングが発生するこ とがある。 

2717235 この状況は、 サーバの再起動時に、

WebLogic Server が XA.recover() を
呼び出して保留中の ト ランザクシ ョ ン

を回復するために発生する。 Oracle 
Thin Driver の 9.2.0.3 以前のバージ ョ
ンでは、 Oracle DBMS はローカル ト
ランザクシ ョ ンを開いて ト ランザク

シ ョ ンの回復作業を完了するものの、

そのローカル ト ランザクシ ョ ンを閉じ
ない。 ト ランザクシ ョ ンの回復に使用
された接続が接続プールに戻され、 ア

プ リ ケーシ ョ ンによって再利用されて

も、 ローカル ト ランザクシ ョ ンは依然
と して存在する。 この接続の最初の操
作で、 XAER_PROTO エラーが送出さ
れる   (TestConnsOnReserve が true 
に設定されている場合、 接続テス トは

接続の最初の操作である )。 WebLogic 
Server は、 リ ソース接続の登録を解除
し、 リ ソースに対する ト ランザクシ ョ

ンがすべて完了するまで一定時間待機

する。 これがハング状態に見える。

Oracle では、 このバグに対するパッチ
を提供している。 このパッチは、
Oracle Metalink Web サイ トからダウン
ロードでき る。 Oracle バグ番号 
2717235 を参照。

この問題は、バージ ョ ン  9.2.0.4 および 
10G では修正されている。

Oracle Thin Driver バージ ョ ン  9.2.0.1 および 
9.2.0.2 では、 Long raw も含むテーブルの 
BLOB を処理できない。 テーブルから  BLOB 
を取り出し、 blob.length() を呼び出すと、
SQL プロ ト コル違反になる。

2696397 この問題は、バージ ョ ン  9.2.0.3 および 
10G では修正されている。

表 7-2  Oracle Thin ドライバの確認済みの問題と回避策

説明 Oracle 
のバグ

説明 /WebLogic Server の回避策
WebLogic JTA プログラマーズ ガイド 7-5

http://metalink.oracle.com


7 WebLogic Server でのサードパーティ JDBC XA ドライバの使い方
Oracle Thin Driver 9.2.0.1 および 9.2.0.2 の使用
中に、 データ変換を伴う  setNull と と もに 
addBatch を実行する と、 Null ポインタ例外に
なる。 たとえば、 次の場合、 Oracle Thin 
Driver 9.2.0 では例外になる。

1. pstmt.setNull(1,
java.sql.Types.REAL)

2. pstmt.addBatch()

3. pstmt.setNull(1,
java.sql.Types.VARCHAR)

この問題は、バージ ョ ン  9.2.0.3 および 
10G では修正されている。

Oracle Thin Driver バージ ョ ン  9.2.0.1 および 
9.2.0.2 では、 Long も含むテーブルの CLOB 
を処理できない。 テーブルから  CLOB を取り
出し、 clob.length() を呼び出すと、 SQL 
プロ ト コル違反になる。

回避策 :  このシナリオでは、
clob.length() を呼び出す前に 
LONG カラムを読み込むことができ
る。

この問題は、バージ ョ ン  9.2.0.3 および 
10G では修正されている。

Oracle Thin Driver バージ ョ ン  9.2.0.1 および 
9.2.0.2.0 では、 「alter session set 
NLS_DATE_FORMAT='YYYY-MM-DD 

HH24:MI:SS'」 を使用してデフォル トの 
Oracle タイムス タンプ形式を変更できない。 
以前のバージ ョ ンでは変更可能。

2632931 TAR 番号 2677656.995

9.2.0.2.1 で修正されている。

Oracle では、 このバグに対するパッチ
を提供している。 このパッチは、
Oracle Metalink Web サイ トからダウン
ロードできる。 Oracle バグ番号 
2632931 を参照。

ORA-01453 - 「SET TRANSACTION を ト ラ
ンザクシ ョ ンの最初の文にする必要があ り ま

す」

Oracle Thin/XA Driver を使用する場合
には、 ト ランザクシ ョ ンの ト ランザク

シ ョ ン  アイ ソレーシ ョ ン  レベルを変
更できない。 ト ランザクシ ョ ンは、
データベースに対して設定されている

デフォル トの ト ランザクシ ョ ン  アイ ソ
レーシ ョ ンを使用する。

表 7-2  Oracle Thin ドライバの確認済みの問題と回避策

説明 Oracle 
のバグ

説明 /WebLogic Server の回避策
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サードパーティ ドライバのコンフィグレーションとパフォーマンス要件
ORA-01002 - 「フェ ッチ順序が無効です」 例
外。 XAResource.end(TMSUSPEND) 結果およ
び XAResource.start(TMRESUME) 結果の後で
結果セッ ト を反復する と  ORA-01002 になる。

この例外は、 Oracle Thin Driver を使用してい
る  WebLogic Server のプールされた接続を使
用して、 外部ク ラ イアン トが結果セッ ト を取

得する場合にも発生する。 結果セッ トがク ラ
イアン トに送信される と、 現在の ト ランザク

シ ョ ンがサスペン ドする。

— 回避策と して、 文のフェ ッチ サイズを
結果セッ トのサイズ以上に設定する。 
つま り、 この回避策を使用しない限

り、Oracle Thin Driver をク ラ イアン ト  
サイ ドでは使用できない。 または、 メ

ソ ッ ド呼び出しの間、 Bean では結果
セッ ト を開いておく こ とができない。

これは、 修正される予定のない Oracle 
の制限である。

グローバル ト ランザクシ ョ ンのない更新がサ
ポート されない。 更新時にグローバル ト ラン
ザクシ ョ ンがない場合、 更新を実行するため

にローカル ト ランザクシ ョ ンが暗黙的に開始
され、 グローバル ト ランザクシ ョ ン と同じ  
XA 接続が再利用されるために 
XAER_RMERR になる。 

さ らに、 アプ リケーシ ョ ンがローカル ト ラン
ザクシ ョ ンのコ ミ ッ ト を試みる  (自動コ ミ ッ
ト を  true に設定する、 または 
Connection.commit() を明示的に呼び出す ) と、
Oracle XA Driver が 「SQLException: Use 
explicit XA call」 を返す。 

— アプ リケーシ ョ ンで XA ド ラ イバを使
用して更新を行う場合は、 有効なグ

ローバル ト ランザクシ ョ ン  コンテキ
ス トが存在していなければならない。 
つま り、 Bean メ ソ ッ ドには、 ト ラン
ザクシ ョ ン属性と して Required、
RequiresNew、 または Mandatory を持
たせる必要がある。

表 7-2  Oracle Thin ドライバの確認済みの問題と回避策

説明 Oracle 
のバグ

説明 /WebLogic Server の回避策
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7 WebLogic Server でのサードパーティ JDBC XA ドライバの使い方
Oracle Thin/XA ドライバの環境の設定

WebLogic Server のコンフィグレーション

WebLogic Server にバンドルされた Oracle Thin Driver 10g は事前にコンフィグ
レーションされ、そのまま使用できる状態になっています。Oracle Thin ドライ
バ バージョン 9.x を使用する場合は、WL_HOME\server\lib の classes12.zip 
のバージョンをバージョン 9.x に代える必要があります。『WebLogic JDBC プロ
グラマーズ ガイド』の「Oracle Thin Driver の変更または更新」を参照してくだ
さい。

注意 : classes12.zip ファイルは、WL_HOME\server\lib フォルダにあり、マ
ニフェスト ファイル weblogic.jar で参照されます。WebLogic Server 
を起動する時に、ドライバが自動的にロードされ、WebLogic Server で使
用する準備が整います。このドライバを WebLogic ユーティリティまた
は他のアプリケーションで使用するには、このファイルのパスを 
CLASSPATH で指定する必要があります。

XA のデータベース サーバでの有効化

XA 用のデータベースを準備するには、以下の操作を実行します。

� システム ユーザとして sqlplus にログオンします (sqlplus 
sys/CHANGE_ON_INSTALL@<DATABASE ALIAS NAME> など )。

� grant select on DBA_PENDING_TRANSACTIONS to user という SQL 文を
実行します (user は接続プールのデータベース接続を作成するために使用す
るユーザ アカウント )。 このコマンドは、WebLogic Server ドメイン内の XA 
接続プールで使用するユーザ アカウントごとに実行します。

上の手順をデータベース サーバ上で実行しない場合、通常の XA データベース 
クエリと更新は正常に動作できます。ただし、クラッシュ後の再起動に続き、

WebLogic Server トランザクション マネージャが回復を行うときに、Oracle リ
ソース の回復は XAER_RMERR になり失敗します。 クラッシュ回復は、XA リソー
スに関する標準の操作です。
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サードパーティ ドライバのコンフィグレーションとパフォーマンス要件
Oracle Thin/XA ドライバのコンフィグレーション プロパティ

次の表に、接続プールのコンフィグレーションのためのサンプル コードを示し
ます。

次の表に、TxDataSource のコンフィグレーションのためのサンプル コードを示
します。

Oracle Thin/XA ドライバ : 接続プール コンフィグレーション

プロパティ名 プロパティ値

Name jtaXAPool

Targets myserver,server1

URL jdbc:oracle:thin:@serverName:port(typically 1521 on 
Windows):sid

DriverClassname oracle.jdbc.xa.client.OracleXADataSource

Initial Capacity 1

MaxCapacity 20

CapacityIncrement 2

Properties user=scott
password=tiger

表 7-3  Oracle Thin/XA ドライバ : TxDataSource のコンフィグレーション

プロパティ名 プロパティ値

Name jtaXADS

Targets myserver,server1

JNDIName jtaXADS

PoolName jtaXAPool
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7 WebLogic Server でのサードパーティ JDBC XA ドライバの使い方
Sybase jConnect 5.5/XA ドライバの使い方

Sybase jConnect 5.5/XA ドライバを使用する場合の重要なコンフィグレーション
情報とパフォーマンス問題を以下の節で示します。 

Sybase jConnect 5.5/XA ドライバの確認済みの問題

次に、確認済みの問題と BEA の回避策を示します。

Sybase jConnect/XA ドライバの環境の設定

データベース サーバで環境を設定するには、以下の説明に従います。

� 分散トランザクション管理のライセンスをインストールします。

� sp_configure "enable DTM",1 を実行して、トランザクションを有効にし
ます。

� sp_configure "enable xat coordination",1 を実行します。

表 7-4  Sybase jConnect 5.5 の確認済みの問題と回避策

説明 Sybase 
のバグ

説明 /WebLogic Server の回避策

setAutoCommit (true) を呼び出すと次の
例外が送出される。

  

java.sql.SQLException:JZ0S3:Th

e inherited method 

setAutoCommit(true) cannot be 

used in this subclass.

10726192 回避策はなし。ベンダによる修正が必要。

分散トランザクションでドライバを使

用する場合、

XAResource.end(TMSUSPEND) に続
けて XAResource.end(TMSUCCESS) 
を呼び出すと、XAER_RMERR になる。 

10727617 WebLogic Server では、このバグに対する内
部的な回避策を提供している。

接続プールのプロパティを 
XAEndOnlyOnce="true" に設定する。

ベンダによる修正が要求されている。
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� <USER_NAME> に dtm_tm_role ロールを付与します。

� SYBASE_INSTALL\OCS-12_0\sample\xa-dtm サブディレクトリにあるサンプ
ルの xa_config ファイルを、3 レベル上位の SYBASE_INSTALL へコピーし
ます。SYBASE_INSTALL は、Sybase サーバをインストールしたディレクトリ
です。たとえば、次のように指定します。 

   $ SYBASE_INSTALL\xa_config

� xa_config ファイルを編集します。最初の [xa] セクションで、サンプル 
サーバ名を適切なサーバ名に変更します。

トランザクションを実行するときのデッドロックを防ぐために、デフォルトで低

レベル ロックを有効にします。

� sp_configure "lock scheme",0,datarows を実行します。

注意 : jConnect.jar および jconn2.jar ファイルは、2 つとも 
WL_HOME\server\lib フォルダに含まれ、マニフェスト ファイル 
weblogic.jar で参照されます。WebLogic Server を起動する時に、ドラ
イバが自動的にロードされ、WebLogic Server で使用する準備が整いま
す。これのドライバを WebLogic ユーティリティまたは他のアプリケー
ションで使用するには、これらのファイルのパスを CLASSPATH で指定し
ます。

Sybase jConnect 5.5/XA ドライバの接続プール

次の表に、接続プールのコンフィグレーションのためのサンプル コードを示し
ます。

表 7-5  Sybase jConnect 5.5/XA ドライバ : サンプル接続プール コンフィグレーション

プロパティ名 プロパティ値

Name jtaXAPool

Targets myserver,server1

DriverClassname com.sybase.jdbc2.jdbc.SybXADataSource
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7 WebLogic Server でのサードパーティ JDBC XA ドライバの使い方
ここで、Lrm_name は Logical Resource Manager 名を参照します。

注意 : また、config.xml ファイルの接続プール タグに 
KeepXAConnTillTxComplete="true" を追加する必要があります。詳細
については、『管理者ガイド』の「追加の XA 接続プール プロパティ」
を参照してください。

次の表に、TxDataSource のコンフィグレーションのためのサンプル コードを示
します。

Properties User=dbuser;

DatabaseName=dbname;

ServerName=server_name_or_IP_address;

PortNumber=serverPortNumber;

NetworkProtocol=Tds;

resourceManagerName=Lrm_name_in_xa_config;

resourceManagerType=2

Initial Capacity 1

MaxCapacity 10

CapacityIncrement 1

Supports Local 
Transaction

True

表 7-5  Sybase jConnect 5.5/XA ドライバ : サンプル接続プール コンフィグレーション

プロパティ名 プロパティ値

表 7-6  Sybase jConnect 5.5/XA ドライバ : TxDataSource のコンフィグレーション

プロパティ名 プロパティ値

Name jtaXADS

Targets server1

JNDIName jtaXADS

PoolName jtaXAPool
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サードパーティ ドライバのコンフィグレーションとパフォーマンス要件
Java クライアントのコンフィグレーション プロパティ

Java クライアントを実行する場合の以下のコンフィグレーション プロパティを
設定します。

その他のサードパーティ XA ドライバ

その他のサードパーティ製 XA 準拠 JDBC ドライバを使用するためには、ドライ
バ クラス ライブラリのパスを CLASSPATH で指定し、ベンダーの説明に従う必要
があります。

表 7-7  Sybase jConnect 5.5/XA ドライバ : Java クライアント接続プロパティ

プロパティ名 プロパティ値

ds.setPassword <password> 

ds.setUser <username>

ds.setNetworkProtocol Tds

ds.setDatabaseName <database-name>

ds.setResourceManagerName <Lrm name in xa_config file>

ds.setResourceManagerType 2

ds.setServerName <machine host name>

ds.setPortNumber port  (通常は 4100)
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8 WebLogic Server XA リソース プ
ロバイダの要件

BEA WebLogic Server では Java Transaction API (JTA) がサポート されており、
XA 準拠の リ ソースを使用して分散ト ランザクシ ョ ンを調整する ト ランザクシ ョ
ン マネージャを備えています。 この章では、 WebLogic Server で分散ト ランザク
シ ョ ンに参加する上での XA リ ソースの要件について説明します。

JTA の詳細については、Sun Microsystems 発行の Java Transaction API (JTA) 仕様
バージ ョ ン 1.0.1a を参照して ください。

この章は、 サードパーティ  アプリ ケーシ ョ ンのインテグレータを対象と してい
ます。 この章の内容は以下のとおりです。

� 概要

� ト ランザクシ ョ ン マネージャへの登録

� XAResource の取得と解放

� オプシ ョ ンの weblogic.transaction.XAResource インタフェース

概要

XA リ ソース  プロバイダは、 WebLogic Server での分散ト ランザクシ ョ ンへの参
加を可能にするため、スレッ ド  アフ ィニティ制限のない   JTAXAResource インタ
フェースをサポート している必要があ り ます。

非 JDBC リ ソースについては、 以下の作業も リ ソース  プロバイダが行います。

� 起動時に、 WebLogic Server の ト ランザクシ ョ ン マネージャに XA リ ソース
を登録します。
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8 WebLogic Server XA リ ソース プロバイダの要件
� 必要に応じて、 XA リ ソースの使用前に WebLogic Server のト ランザクシ ョ
ン マネージャから リ ソースを取得し、 使用後にそれを解放します。

� 必要に応じて、 weblogic.transaction.XAResource インタフェースを実装
します。

ト ランザクシ ョ ン マネージャへの登録 

JTA 仕様では、 XA リ ソースをサーバの ト ランザクシ ョ ン  マネージャにブート ス
ト ラ ップする方法は定義されていません。 そのため、 WebLogic Server では登録
用の API が定義されています。

XA リ ソース  プロバイダでは、 起動時にローカル ト ランザクシ ョ ン マネージャ
に XAResource 実装を登録するため、 次の手順が実行されます。

1. JNDI または TxHelper インタフェースを使用して、JTA ト ランザクシ ョ ン マ
ネージャを取得します。 次のコードは、 TxHelper インタフェースを使用し
て現在の ト ランザクシ ョ ン  マネージャを取得する方法を示しています。

import javax.transaction.xa.XAResource;
import javax.transaction.TransactionManager;
import weblogic.transaction.TxHelper;

TransactionManager tm = TxHelper.getTransactionManager();

2. JTA ト ランザクシ ョ ン マネージャに XA リ ソースを登録します。

XAResource res = ...// リソース プロバイダの XAResource の実装

tm.registerStaticResource(name, res); // 静的なリソースの取得
tm.registerDynamicResource(name, res2); // 動的なリソースの取得

リ ソース プロバイダは、 静的または動的な登録メ ソ ッ ドを使用して名前と実
装を提供します。 静的および動的な取得についての詳細は、 「XAResource の
取得と解放」 を参照して ください。

リ ソース名によって ト ランザクシ ョ ン  ブランチが決ま り ます。 リ ソースが複
数のインスタンスをサポートする場合、 それぞれのリ ソース  インスタンスは
異なる名前を使用する必要があ り ます。 この リ ソース名は管理にも使用され

ます。
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XAResource の取得と解放
XA リ ソースは、 ト ランザクシ ョ ン作業で取得するよ り も前に、 ト ランザク
シ ョ ン マネージャに登録されている必要がある点に注意して ください。

3. JTA ト ランザクシ ョ ン  マネージャから、 XA リ ソースを登録解除します。

XAResource res = … // リソース プロバイダの XAResource の実装

tm.unregisterResource(name);

現在のサーバ上でこの名前に関連付けられている リ ソース  プロバイダが登録
解除されます。 この リ ソースに未処理のト ランザクシ ョ ンがある場合、 リ

ソースの登録を解除する と、 ト ランザクシ ョ ンはロールバッ ク され、 ト ラン

ザクシ ョ ン ブランチは破棄されます。

XAResource の取得と解放

JTA アーキテクチャでは、 ト ランザクシ ョ ン  マネージャでのリ ソースの暗黙的
な取得と解放を含め、 ト ランザクシ ョ ン  リ ソース  マネージャの役割をアプ リ
ケーシ ョ ン サーバが果たします。

WebLogic Server では、 XA リ ソースの静的な取得と動的な取得がサポート され
ています。

静的な取得と解放

XA リ ソースを静的に取得して登録する場合、 WebLogic Server がアプリ ケー
シ ョ ン サーバの役割を果たし、 XA リ ソース  プロバイダのために暗黙的な取得
と解放を実行します。

WebLogic Server は、 ト ランザクシ ョ ンの開始時と再開時に リ ソースを取得しま
す。 ト ランザクシ ョ ンが暗黙的に再開されるのは、 それ以前に関連付けられた ト

ランザクシ ョ ンを持つ Bean 管理の ト ランザクシ ョ ン  Bean を呼び出すメ ソ ッ ド
が開始されたと き、 および別のサーバの呼び出しが返されたと きです。

WebLogic Server は同様に、 ト ランザクシ ョ ンの中断時、 コ ミ ッ ト時、 および
ロールバッ ク時にリ ソースを解放します。 ト ランザクシ ョ ンが暗黙的に中断され

るのは、 別のサーバを呼び出すと き、 およびメ ソ ッ ド呼び出しがク ライアン トに
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8 WebLogic Server XA リ ソース プロバイダの要件
返されたと きです。 使用される解放フラグは、 リ ソース  プロバイダでサポート
されている場合には getDelistFlag() メ ソ ッ ドで、 getDelistFlag() メ ソ ッ ド
がサポート されていない場合には TMSUSPEND から取得します。
getDelistFlag() メ ソ ッ ドの詳細については、 「オプシ ョ ンの 
weblogic.transaction.XAResource インタフェース」 を参照して ください。

動的な取得と解放

XA リ ソース  プロバイダ自体を動的に取得して登録するこ とによって、 取得およ
び解放を実行する こ と もできます。 この場合、 取得と解放の実行において、 XA 
リ ソース プロバイダが部分的に JTA アプ リ ケーシ ョ ン サーバの役割を果たしま
す。 動的な取得の利点は、 リ ソース  プロバイダが必要に応じてゆるやかな取得
を実行するこ とで、 不必要な リ ソースの取得を避けるこ とができる点です。

XA リ ソースを動的に取得する場合は、 XA リ ソース プロバイダで以下が実行さ
れます。

import javax.transaction.Transaction;
// JNDI または TxHelper を介して現在のトランザクションを取得する
Transaction tx = TxHelper.getTransaction();
tx.enlistResource(res);

リ ソースの取得と解放には、 かな りの負荷がかかるおそれがあ り ます。

WebLogic Server の ト ランザクシ ョ ン マネージャでは、 最適化のため同じスレ ッ
ド内の同じ リ ソースが重複して取得されないよ うになっています。

XA リ ソースを動的に解放する場合は、 XA リ ソース プロバイダが上記のよ うに
ト ランザクシ ョ ンを取得し、 解放フラグを提供する と同時に delistResource 
メ ソ ッ ドを呼び出します。

tx.delistResource(res, flag);

リ ソースを動的に取得して登録する場合、 取得の手順は省略できません。 解放の

手順は省略可能です。

WebLogic Server の ト ランザクシ ョ ン マネージャは遅延解放を実行します。 遅延
解放の場合は、 ト ランザクシ ョ ンの中断時と終了時に XA リ ソースに対して 
end() メ ソ ッ ドが呼び出されます。 ト ランザクシ ョ ン  マネージャは、 次の順番
で解放フラグを取得します。
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オプシ ョ ンの weblogic.transaction.XAResource インタ フ ェース
� リ ソース  プロバイダがすでに解放された  XA リ ソースを保持している場合
は、 以前に提供された解放フラグを使用します。

� リ ソース  プロバイダで getDelistFlag() メ ソ ッ ドがサポート されている場
合は、 そのメ ソ ッ ドを呼び出して解放フラグを取得します。 詳細について

は、 「オプシ ョ ンの weblogic.transaction.XAResource インタフェース」 を参照
して ください。

� リ ソース  プロバイダが上記のいずれをもサポート していない場合、 これまで
通り  TMSUSPEND を使用します。

オプショ ンの 
weblogic.transaction.XAResource インタ
フェース

静的な解放の場合、 または動的な解放を省略した場合、 WebLogic Server JTA ト
ランザクシ ョ ン マネージャは、 これまで通り メ ソ ッ ド呼び出しの間に 
TMSUSPEND を使用して XA リ ソースを解放し、 オープンしている可能性のある
カーソルを保持します。 しかし、 リ ソースによっては、 TMSUCCESS で解放する
よ り も多くの内部リ ソースを必要とするおそれがあ り ます。 XA リ ソース プロバ
イダは、 オプシ ョ ンの weblogic.transaction.XAResource インタフェースを
サポート しており、 WebLogic Server で使用するデフォル トの解放フラグをオー
バーライ ドできます。

weblogic.transaction.XAResource インタフェースでは、 次のメ ソ ッ ドがサ
ポート されています。

package weblogic.transaction;

public interface XAResource extends 
javax.transaction.xa.XAResource {
  int getDelistFlag();
} 
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このメ ソ ッ ドが リ ソース  プロバイダでサポート されている場合、 WebLogic 
Server の ト ランザクシ ョ ン マネージャは getDelistFlag() メ ソ ッ ドを呼び出し
て、 ト ランザクシ ョ ンの中断時と メ ソ ッ ドの終了時にリ ソースの解放に使用する

解放フラグを取得します。
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9 ト ランザクシ ョンのト ラブル
シューティング

この章では、 ト ランザクシ ョ ン失敗の原因を突き止めた り、 問題修正の手段を決

定した りするための ト ラブルシューティ ング  ツールおよびタスクについて説明
します。

この章では次の内容について説明します。

� 概要

� ト ラブルシューティ ング  ツール

� デバッグのヒン ト

概要

WebLogic Server では、 実行中の ト ランザクシ ョ ンをモニタし、 ヒ ュー リ ス
テ ィ ッ クな終了のケースで適切な情報を確実に取り込むこ とができます。 また、

データベース  クエ リ、 ト ランザクシ ョ ン要求、 および Bean メ ソ ッ ドのパフォー
マンスをモニタするこ と もできます。

ト ラブルシューティング ツール

WebLogic Server では、 ト ランザクシ ョ ンの ト ラブルシューティ ングで以下の支
援を利用できます。

� 9-2 ページの 「例外」

� 9-2 ページの 「ト ランザクシ ョ ン識別子」
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� 9-3 ページの 「 ト ランザクシ ョ ンの名前とプロパティ」

� 9-3 ページの 「 ト ランザクシ ョ ン ステータス」

� 9-4 ページの 「 ト ランザクシ ョ ンの統計」

� 9-4 ページの 「 ト ランザクシ ョ ンのモニタ と ロギング」

例外

WebLogic JTA では、 すべての標準の JTA 例外がサポート されています。標準の 
JTA 例外の詳細については、 javax.transaction および 
javax.transaction.xa パッケージ API の Javadoc を参照して ください。

標準の JTA 例外に加えて、 WebLogic Server では 
weblogic.transaction.RollbackException ク ラスが提供されます。 このク ラ
スは javax.transaction.RollbackException を拡張し、 ロールバッ クの元々
の理由を保持します。 ト ランザクシ ョ ンをロールバッ クする前、 つま り  
rollbackonly に設定する前に、 アプ リ ケーシ ョ ンではそのロールバッ クの理由
を提供できます。 ト ランザクシ ョ ン サービスの中で発生したすべてのロール
バッ クではその理由が設定されます。 たとえば、 タ イムアウ ト 、 XA エラー、
beforeCompletion での非検査例外、 あるいは ト ランザクシ ョ ン  マネージャへ
のアクセス不能などです。 一度設定された理由は上書きできません。

ト ランザクション識別子

ト ランザクシ ョ ン サービスでは、 各 ト ランザクシ ョ ンに ト ランザクシ ョ ン識別
子 (Xid) が割り当てられます。 この ID は、 ログ フ ァ イル内で特定ト ランザク
シ ョ ンの情報を他と区別するために使用できます。 ト ランザクシ ョ ン識別子は、

weblogic.transaction.Transaction インタフェースの getXID メ ソ ッ ドを使
用して取り出すこ とができます。 ト ランザクシ ョ ン識別子を取得する メ ソ ッ ドの

詳細については、 weblogic.transaction.Transaction の Javadoc を参照して
ください。
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ト ラブルシューテ ィ ング ツール
ト ランザクションの名前とプロパティ

WebLogic JTA では、 ト ランザクシ ョ ンの命名とユーザ定義プロパティ をサポー
トする  javax.transaction.Transaction の拡張機能が提供されます。 それら
の拡張機能は、 weblogic.transaction.Transaction インタフェースに含まれ
ています。

ト ランザクシ ョ ン名は、 ト ランザクシ ョ ンの種類 (送金やチケッ ト購入など ) を
示します。 したがって、 サーバ上のユニークな ト ランザクシ ョ ンを識別する ト ラ

ンザクシ ョ ン ID とは混同しないでください。 ト ランザクシ ョ ン名を利用する と、
例外やログ  フ ァ イルで ト ランザクシ ョ ンの種類を簡単に識別できます。

ユーザ定義のプロパティはキーと値の組み合わせです。 この場合のキーはプロパ

ティ を識別する文字列であ り、 値はプロパティに割り当てられた現在の値です。

ト ランザクシ ョ ン プロパティの値は、 Serializable インタフェースを実装する
オブジェ ク トでなければな り ません。 アプ リ ケーシ ョ ンでは、

weblogic.transaction.Transaction インタフェースで定義されている  set メ
ソ ッ ド と  get メ ソ ッ ドを使用してプロパティ を管理します。 一度設定されたプロ
パテ ィは、 有効期間が終わるまで ト ランザクシ ョ ン と共に存在し、 ト ランザク

シ ョ ンがシステムを移動する と きにはマシン間で受け渡し されます。 プロパティ

は ト ランザクシ ョ ン ログに保存され、 ク ラ ッシュの回復処理で復元されます。
ト ランザクシ ョ ン プロパティが複数回にわたって設定された場合は、 最新の値
が維持されます。

ト ランザクシ ョ ン名と ト ランザクシ ョ ン  プロパテ ィを設定および取得する メ
ソ ッ ドの詳細については、 weblogic.transaction.Transaction の Javadoc を
参照して ください。

ト ランザクション ステータス

Java Transaction API では、 javax.transaction.Status ク ラスを使用して ト ラ
ンザクシ ョ ンのステータス  コードが提供されます。
weblogic.transaction.Transaction の getStatusAsString メ ソ ッ ドを使用
する と、 ト ランザクシ ョ ンのステータスを文字列と して返すこ とができます。 文

字列には、 javax.transaction.Status で指定されている メジャー ステー ト と、
補足的なマイナー ステー ト  (logging や pre-preparing など ) が含まれます。
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9 ト ランザクシ ョ ンのト ラブルシューテ ィ ング
ト ランザクションの統計

ト ランザクシ ョ ンの統計は、 サーバ上の ト ランザクシ ョ ン マネージャで処理さ
れるすべての ト ランザクシ ョ ンについて提供されます。 それらの統計には、 ト ラ

ンザクシ ョ ンの総数、 特定の結果 ( コ ミ ッ ト 、 ロールバッ ク、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ
クな終了など ) を持つト ランザクシ ョ ンの数、 ロールバッ ク された ト ランザク
シ ョ ンの理由別の数、 および ト ランザクシ ョ ンがアクテ ィブな状態を維持した合

計時間が含まれます。 ト ランザクシ ョ ンの統計の詳細については、

Administration Console のオンライン  ヘルプを参照して ください。

ト ランザクションのモニタとロギング

Administration Console を使用する と、 ト ランザクシ ョ ンをモニタした り、 ト ラ
ンザクシ ョ ン ログ ファ イルのプレフ ィ ッ クスを指定した りできます。 モニタ  タ
スクおよびロギング タスクは、 サーバ レベルで実行されます。 ト ランザクシ ョ
ン統計は特定のサーバに表示され、 ト ランザクシ ョ ン  ログ フ ァ イルは各サーバ
に格納されます。

詳細については 『WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の 「 ト ランザクシ ョ ンのモニ
タ と ログ」 を参照して ください。

デバッグのヒン ト

ト ランザクシ ョ ンの命名プロパテ ィ を使用する と、 問題のある ト ランザクシ ョ ン

を分離および識別できます。

ト ランザクシ ョ ンをデバッグする と きには、 WebLogic JTA と関与している リ
ソースの間で障害を分離する必要があ り ます。
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A 用語集

ローカル ト ランザクシ ョ ン (local transaction)

単一のリ ソース  マネージャにのみローカルな ト ランザクシ ョ ン。 1 つのデータ
ベースにのみ関連する ト ランザクシ ョ ンなど。

分散ト ランザクシ ョ ン (distributed transaction)

複数のリ ソース  マネージャにわたる  2 フェース  コ ミ ッ ト  プロ ト コルを介して、
外部の ト ランザクシ ョ ン  マネージャによ り境界の設定と調整が行われる ト ラン
ザクシ ョ ン。 グローバル ト ランザクシ ョ ン と も呼ばれます。

グローバル ト ランザクシ ョ ン (global transaction)

「分散 ト ランザクシ ョ ン」 を参照して ください。

ト ランザクシ ョ ン ブランチ (transaction branch)

グローバル ト ランザクシ ョ ンをサポートする、 各 リ ソース  マネージャの内部処
理ユニッ トは、 厳密には 1 つの ト ランザクシ ョ ン  ブランチの一部です。 ト ラン
ザクシ ョ ン マネージャが リ ソース  マネージャに提供する各グローバル ト ランザ
クシ ョ ン識別子 (GTRID または XID) によって、 分散ト ランザクシ ョ ンと個々の
ブランチの両方が識別されます。

ヒューリスティ ッ クな決定 (heuristic decision)

ヒ ューリ ステ ィ ッ クな決定 ( またはヒ ューリ ステ ィ ッ クな終了 ) は、 更新をコ
ミ ッ トするかロールバッ クする分散ト ランザクシ ョ ンの終了段階でリ ソースが一

方だけの決定を行ったと きに発生します。 これによ り、 分散されたデータは不確

定な状態のままにな り ます。 ヒ ューリ ステ ィ ッ クな決定の原因と しては、 ネッ ト

ワークの障害または ト ランザクシ ョ ンのタイムアウ ト が考えられます。
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A 用語集
HeuristicRollback

ト ランザクシ ョ ンに参加する  1 つのリ ソースが、 準備してコ ミ ッ ト の決定を待つ
こ とに同意しているにもかかわらず、 処理のロールバッ クを自発的に決定した場

合。 ト ランザクシ ョ ン  マネージャが ト ランザクシ ョ ンのコ ミ ッ ト を決定する と、
その リ ソースによる ヒ ューリ ステ ィ ッ クなロールバッ クの決定は不正にな り、 ト

ランザクシ ョ ンの他のブランチはコ ミ ッ ト されるため、 矛盾した結果を招きま

す。

HeuristicCommit

ト ランザクシ ョ ンに参加する  1 つのリ ソースが、 準備してコ ミ ッ ト の決定を待つ
こ とに同意しているにもかかわらず、 処理のコ ミ ッ ト を自発的に決定した場合。

ト ランザクシ ョ ン マネージャが ト ランザクシ ョ ンのロールバッ クを決定する と、
その リ ソースによる ヒ ューリ ステ ィ ッ クなコ ミ ッ ト の決定は不正にな り、 ト ラン

ザクシ ョ ンの他のブランチはロールバッ ク されるため、 矛盾した結果を招きま

す。

HeuristicMixed

ト ランザクシ ョ ンが、 参加リ ソースの一部がコ ミ ッ ト し、 一部がロールバッ クす

る とい う混合した結果になったこ と を、 ト ランザクシ ョ ン マネージャで認識し
ている場合。 主に、 1 つまたは複数の参加リ ソースが、 ヒ ューリ ステ ィ ッ クな
ロールバッ クまたはヒ ューリ ステ ィ ッ クなコ ミ ッ ト を決定したこ とが原因で発生

します。

HeuristicHazard

ト ランザクシ ョ ンが、 参加リ ソースの一部がコ ミ ッ ト し、 一部がロールバッ クす

る とい う混合した結果になったこ と を、 ト ランザクシ ョ ン マネージャで認識し
ている場合。 ただし、 システムまたはリ ソースに障害があるため、

HeuristicMixed の結果が確かに発生したかど う かを確認できない場合。 主に、 1 
つまたは複数の参加リ ソースが、 ヒ ュー リ ステ ィ ッ クなロールバッ クまたは

ヒ ュー リ ステ ィ ッ クなコ ミ ッ ト を決定したこ とが原因で発生します。
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